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詳しくは P21 をご覧ください。
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マリンガ Maringa

特集「ブラジルの酒革命」
・新たな価値観を市場に提示するプレミアム酒
  （ビール、カシャッサ、ジン、ワイン）
・『カシャッサ・カウンシル・ジャパン』とは
  カシャッサの魅力を広めたい
・カシャッサとカイピリーニャをめぐる
  三酔人歴史問答
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写真＝永武ひかる
「表紙のひとこと」
「アマゾン川最大の支流マデイラ川沿い
の村で、川遊びを終えてココナッツの実
を抱える子どもたち。中身の白い半透明
のジュースはビタミン・ミネラルが豊富。
川を船で下ると、川から金を採取するガ
リンペイロたちの姿もあった」

（永武ひかる：ブラジル撮影約30年、著作に写
真絵本「世界のともだち３ブラジル」（偕成社）
等。www.hikarunagatake.com

　マリア・ド・インガの歌が、町の名前の由来と
される「歌の町」、マリンガは、パラナ州北西部
の計画都市で、空気がきれいで安全で清潔な住
みやすい都市として知られている。パラナ州第 3
の都市で、人口約 40 万人のうち、日系人が約 3
万人住んでおり、人口当たりの日本食レストラン
の数が他の都市に比べてとても多く、日本食を
始め、日本の文化が町に根付いている。マリン
ガ文化体育協会の YOSAKOI ソーラン部は、こ
の 7 月に行われた世界最大のダンス・フェスティ
バル「第 36 回ジョインヴィレ・ダンス・フェス
ティバル」のポピュラー・ダンス部門において 2
度目の優勝を果たしている。
　マリンガ市のシンボル、高さ124メートルの円
錐形の大聖堂は、南米にある大聖堂のうちで最も
高く、市の中心部に位置し、周辺は市民の憩いの
場となっている。南米最大規模のマリンガ日本公
園、そして、インガ公園の日本庭園、除夜の鐘で
知られるマリンガ日伯寺など、日本との深いつな
がりを感じるマリンガ市は、兵庫県加古川市と姉
妹都市提携を結び 45 年となる。マリンガ市には
加古川通りが、加古
川市にはマリンガ
通りと名付けられ
た道路があり、チタ
ン製のカテドラル
のレプリカがある
など様々な交流が
行われてきている。
　グリーン・シティとも呼ばれ、緑が多く、市民
4 人当たりに一本の木がある。都市が建設された
際に、ジャカランダ（紫色の花）や、シビピルナ（黄
色い花）、イッペー（ピンクと、黄色い花）、クア
レズメイラ（紫色の花）、フランボイヤン（オレ
ンジ色の花）などといった街路樹を通りごとに植
えたため、それぞれの通りに、同じ色の花が一斉
に咲く街並みが美しい。
　2018年、ブラジル日本移民110周年を記念し
て、パラナ州では、マリンガ市で、7月19日から
22日にかけて、「EXPO-IMIN 110」（移民110 年エ
クスポ）がエクスポ会場内で開催され、眞子内親
王殿下が式典に臨席された。4
日間で約 8 万人が来場。ファッ
ションショー、YOSAKOI ソー
ラ ン、e ス ポ ー ツ 大 会、 盆 踊
り、コスプレ・コンテスト、和
太鼓集団鬼太鼓座によるワーク
ショップ、ブラジル歌謡協会主
催のブラジル選抜歌謡大会、日
系企業約 40 社などによる展示
のほか、農林水産省による日本
食ワークショップも開催された。

山口達朗（中央開発㈱）
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　ワールドカップ（Ｗ杯）・ロシア大会準々決勝でブラジルが敗
退した翌日（７月７日）のサンパウロの日刊紙「オ・エスタード・
デ・サンパウロ」の一面は、抱き合って喜ぶベルギー選手を
尻目にブラジルのエース・ネイマールがユニフォームで顔を
覆っている写真と「ブラジルが現実に立ち返る」の見出し。「セ
レソン（ブラジル代表）がＷ杯から敗退し、ブラジル人は危
機に喘ぐこの国の現実と再び向き合う」と伝えている。
　今年５月末に燃料価格高騰に抗議するトラック運転手らが
大規模ストを行なって物流が大混乱に陥ったことに象徴さ
れるように、この国では政治と経済の混乱が続いている。６
月14日から７月15日まで行なわれたＷ杯は国民がつかの間
の喜びを感じ、ブラジル人としての誇りを取り戻す数少ない
チャンスだったが、セレソンは国民の期待に応えることがで
きなかった。

監督はドゥンガからチッチへ

　2014 年の自国開催のＷ杯では、優勝を目指しながら準決
勝でドイツに１－７と大敗し、３位決定戦でもオランダに完
敗を喫して４位。大会後、元ブラジル代表ＭＦドゥンガが監
督に就任したが、Ｗ杯南米予選の第６節終了時点で参加 10
カ国中６位と低迷した。2016 年６月、ドゥンガが解任され、
サンパウロの名門コリンチャンスを率いて 2012 年にクラ
ブ世界王者に輝いた実績を持つチッチが後任に指名された。
チッチは個人技に頼らず攻守両面で組織的にプレーする近代
的な戦術を植え付け、Ｗ杯南米予選を圧倒的な強さで勝ち上
がった。その後の欧州遠征でも 2014 年大会の覇者ドイツ、
東欧の強豪クロアチア（今大会で準優勝）、開催国ロシア（今
大会でベスト８）などを撃破。大会前は、ドイツ、フランス、
スペインなどと並んで優勝候補に挙げられた。
　しかし、大会前、セレソンをいくつかのアクシデントが襲う。
　２月末、ネイマールが右足首を骨折し、手術を経て長期間
のリハビリを余儀なくされた。また、大会直前に右ＳＢダニ
エル・アウベスが故障して欠場。さらに、数人の選手が故障
を抱えた状態で６月下旬からの合宿に参加するなど、チーム
状態は万全ではなかった。

敗因は戦術でなくメンタル

　１次リーグ最初のスイス戦では、相手の堅守に攻撃を封じ
られて１－１の引き分け。続くコスタリカ戦でも人数をかけ
た守備に苦しめられたが、追加タイムのＭＦコウチーニョと

ネイマールの得点で勝ち切った。これで選手たちが精神的に
楽になり、セルビア戦では伸び伸びとプレーして２－０の勝
利。決勝トーナメント１回戦ではメキシコと対戦し、ネイマー
ルの１得点１アシストの活躍で快勝した。主力選手が徐々に
調子を上げ、ドイツ、スペイン、アルゼンチンなどの強豪が
早々と敗退したことから、優勝への道が大きく開けたと思わ
れた。ところが、準々決勝の前半、ベルギーにセットプレー
とカウンターからまさかの２失点。後半、猛反撃して１点を
返し、なおも多くの決定機を作ったが、再三のシュートミス
と相手ＧＫの好守に阻まれ、１－２で敗れた。
　ブラジルの最大の敗因は、戦術や技術ではなくメンタルに
あったのではないか。ネイマールが体調不良から思い通りの
プレーができず、苛立ちを隠せなかった。エースの不安定な
心理状態が他の選手にも伝染し、ミスの連鎖反応を引き起こ
した。動揺した選手たちを落ち着かせることができる強力な
リーダーもいなかった。
　2014 年大会準決勝でドイツに大敗した最大の理由は、先
制されたことで選手たちがパニック状態になり、普段ではあ
りえないようなミスを連発したこと。チッチ監督は選手との
対話を通じてメンタル強化を図り、試合の度に主将を変えて
できるだけ多くの選手に主力としての自覚を植え付けようと
した。その試みはある程度成功していたと思われたが、勝負
所で再び精神的な弱さを露呈してしまった。

今後の展望

　ただし、敗れたベルギー戦も含め、すべての試合でブラジ
ルらしい攻撃的なスタイルを貫いたのは救いだった。チッチ
監督のチーム作りの方向性が正しいことは国内メディアと国
民の多くが認めており、ブラジルサッカー連盟は留任を望ん
でいる。チッチが承諾すれば、ブラジルとしては珍しく、長
期的な視野での継続的な強化が期待できる。
　今後は、守備陣の世代交代が急務だ。また、最後に優勝し
た 2002 年大会以後の４大会で欧州勢の前に敗退しており、
優勝国もすべて欧州勢。さらに、今大会は欧州勢がベスト４
を独占した。今後、ブラジルは欧州の強豪国とできるだけ多
くの強化試合を組み、世界最先端の戦術やチーム作りを参考
にしながら強化を進めていくべきだろう。

沢田啓明 ( サッカージャーナリスト )

国民の期待に応えられなかったセレソン

ブラジル・ナウ
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新たな価値観を市場に提示する
プレミアム酒（ビール、カシャッサ、ジン、ワイン）

●特集● ブラジルの酒革命
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　2018 年 8 月初旬の時点で、ブラジ
ルのアルコール飲料業界で景気のいい話
題を続々と提供しているのは、中小企業
による“手作り”酒造だ。商品でいえば、
クラフトビール、クラフトカシャッサ、
そして 2017 年からこの分野に現われ
急成長しているクラフトジンだ。本稿で
は、近年同国で注目を集めているこれら
のプレミアム小規模生産酒の動向をお伝
えしたい。
　誤解を招かないように念のためにはじ
めに記すが、プレミアムクラスの酒類の
売り上げはブラジルの酒類全体の市場か
らみればまだまだ小さなものだ。ビール
ならアンタルチカやブラーマ、カシャッ
サなら 51 やベーリョ・バヘイロ、イピ
オカなど大衆的なブランドは今も国中で
広く親しまれている。
　そもそもプレミアム酒は価格も割高
だ。スーパーマーケット「パン・デ・ア
スーカル」でビールやカシャッサの価格
を比べると「アンタルチカ」（オリジナル）
600ml 瓶が 7.49 レアルに対しクラフ
トビールの「トゥピニキン」600㎖ 瓶が
23.90レアル。お馴染み「51」965㎖ 
が 7.69レアルなのに対しクラフトカ
シャッサの「サントグラウ」750㎖ 瓶が

59.90 レアル（2018 年 8 月現在）。無
論より高額なものもある。にもかかわら
ずプレミアム酒は国内外で新たな市場を
開拓しながら、ここ数年の経済危機をも
跳ね返して成長し続けている。

クラフトビール市場

　ブラジルにおけるクラフトビールと大
衆的なビールとの最大の違いは、後者が
比較的薄味なのに対し、前者は味が濃く、
アルコール度数も高めだ。
　クラフトビールのもうひとつの大きな
特徴は、各ブランドが、カスターニャ・
ド・パラー（ブラジルナッツ）、マンジョッ
カ芋など、ブラジルならではの材料を
使って競い合うように個性的なフレー
バーを打ち出している点だ。生産者は南
部と南東部に集中（全体の 80％を占め
ている）しているものの、ほぼ全州に製
造者がいるため、パラー州ベレンならア
サイーやクプアス、同州サンタレンなら
ムルシ（アセロラの親戚）、ゴイアス州
ならペキーなど、各地で特産品を使った

“ご当地ビール”が作られている。
　農牧食糧供給省によると国内のクラフ
トビールのメーカー数は 2010 年（266

軒）以降右肩上が
り を 続 け て お り、
2014 年が 356 軒、
2017 年 は 679 軒
だった。経済危機の
さなかであるにもか
かわらず、2016 年

（493 軒）からは 1
年で 186 軒増えて
いる。
　ニールセンによる
と、2017 年は国内
のビールの販売量は
1.7％減となったに
もかかわらず収益は

1.6％増加したという。高価格帯のプレ
ミアム・ビールの売り上げが増加した結
果がこの数字に表われていると考えられ
る。
　ブラジル・クラフトビール協会による
と、クラフトビールメーカーのほとんど
は従業員の少ない中小メーカーだが、こ
の分野での就業人数は増加しているとい
う。2015 年以降、従業員が 99 名以上
のビールメーカーでは 1184 件職が失
われたのに対し、99 名以下のメーカー
では 1549 の求職があった。
　ブラジル・クラフトビール協会のカル
ロ・ラポリ代表によると、実際にクラフ
トビール製造に従事する人の数は、上記
の数字をさらに上回ると指摘している。
製品として販売することはできないが家
庭でクラフトビールづくりを始める愛好
家が増えているが、そんな文字通り“自
家製”ビールを製造する愛好家の中に
は、好評を受けて正式に届を出して、自
分のレシピのビールを第三者のメーカー
に生産してもらい、自身のブランドとし
て販売を始める者もいるが、その数は正
確には統計に含まれていない。とはいえ
こうした委託製造型業者は近年では“ジ
プシー酒造”と呼ばれトレンドになりつ
つある。

クラフトカシャッサ

　ブラジルカシャッサ研究所によると同
国のカシャッサ生産者は 4 万、ブラン
ドは 4000 あるという。うち 98％が中
小規模のメーカー、つまりクラフトカ
シャッサの生産者だという。クラフトカ
シャッサと大衆酒のカシャッサとの一番
の違いは、少量生産の手作り製品と大量
生産の工業製品との、製造工程の違いだ。
　クラフトカシャッサはサトウキビを伐
採後、約 12 時間以内に発酵させて、蒸
留を行う。蒸留は銅製の蒸留器で行われ

るが、蒸留直後の約 10％と蒸留終了間
際の約 10％ （前者はカベッサ、後者は
カウダと呼ばれ、蒸留所によってパーセ
ンテージは前後する）をそれぞれ除けた
部分（コラソンと呼ばれる）のみを瓶詰
する。贅沢な、文字通りプレミアムな酒
だ。工業製品は工業製品で、カイピリー
ニャのベースとして世界中で愛されてい
るが、クラフトカシャッサはストレート
で少量を、じっくりと味わいながら飲む
という楽しみ方が多い。昔ながらの製法
で丁寧に造られるクラフトカシャッサ
は、実に口当たりもまろやかで香り高く、
すっきりとした味わいだ。
　さらにクラフトカシャッサの多くは、
蒸留後に木の樽で寝かせて熟成の過程を
経ることで、より香り高く、琥珀色の見
た目も楽しめる酒へと生まれ変わる。熟
成に使う樽の木の素材によっても、寝か
せる時間によっても、味や香りは変わる。
1 種類の木の樽で寝かせた後にさらに異
なる木の樽で寝かせれば、カシャッサは
より複雑でミステリアスな表情となる。
こうして各メーカーは個性を競い合える
というわけだ。
　しかしクラフトカシャッサだけがプレ
ミアムカシャッサというわけではない。
大衆酒として売り出されている工業製品
のカシャッサのブランドも、木の樽で熟
成させることで気品あふれる酒へと変身
させたプレミアム・ラインを手掛けてい
る。例えばベーリョ・バヘイロは、10
年熟成させた「オウロ」や、手作りカ
シャッサをブランドしてオークとジェキ
チバホーザという 2 種類の木の樽で寝
かした「ダイアモンド」というプレミア
ムカシャッサを作って話題になった。
　残念ながらカシャッサの国内消費量は
近年の経済危機の影響を受けて打撃をこ
うむっている。ユーロモニター・インター

ナショナルに
よると 2015
年から 2017
年にかけて 3
年 連 続 で 下
降している。
し か し ベ ー

リョ・バヘイロだけでなく大手メーカー
はプレミアムカシャッサ市場への投資に
積極的だ。イピオカを扱うディアジオも

「オウロ」、「シンコ・シャヴィス」といっ
たプレミアム酒を投入した。
　企業がプレミアムカシャッサへの投資
を促進する背景には、経済危機以降の
外食産業の市場縮小がある。報道ベー
スの数字ではあるが経済紙「ヴァロー
ル」（2017 年 9 月）によると、低価格
帯の大衆酒は約 90％が酒場で消費され
るのに対しプレミアムカシャッサは 60
～ 65％が酒場で消費されており、小売
りでの市場が大きい。ディアジオ社のア
ウヴァロ・ガルシア・マーケティング主
任は、経済危機以降に外食から内食へと
消費が移行する中、家庭でバーのように
酒を楽しむ層が増えており、2015 年か
ら 2016 年にかけては小売りが 25 ～
26％成長しており、消費されているの
は付加価値の高い商品だという。
　クラフトカシャッサも同様だ。例えば
ミナスジェライス州産の人気クラフトカ
シャッサ「サリニッシマ」や「サントグ
ラウ」を製造するナチッキ酒造は 2017
年に 25％の売り上げ増見込みを発表し
ている。

クラフトジン、プレミアムワイン

　ブラジルワイン研究所（Ibravin）の
マルセロ・フェハーリ副代表は、1 人当
たりの 1 年に飲むワインの量は、アル
ゼンチンでは 25 リットルだがブラジル
では 1.8 リットルで、品質のいい国産ワ
インが作られていることがまだ国中で認
知されていないことが原因だと指摘して
いる。しかし日本にも輸入されている「サ
ルトン」、「カーザ・ペリーニ」、「ガリバ
ルディ」、「ミオーロ」などのプレミアム

ワインの注目度は高まっている。
　さて、2017 年以降、ブラジルのプレ
ミアム酒市場で赤丸急上昇中なのがクラ
フトジンだ。世界的なブームと同時進行
でシーンは動いている。
　ジンは、大まかには、ジェニパーベリー
を使いその香りを主とする蒸留酒であれ
ば、ベースとなる酒の原料は問われない。
さらに、他にフレーバーを加味しても構
わないという自由度の高い酒だ。
　クラフトカシャッサで蒸留酒づくりの
ノウハウやインフラが整っており、クラ
フトビールのブームでボタニカルなご当
地フレーバーに注目が集まっているブラ
ジルで、クラフトジンが流行らない理由
が、むしろ見当たらない。本稿を執筆し
ている時点で 12 ブランドが流通してお
り、ビール同様、クマルー、パコヴァと
いったブラジルならではのハーブや果
実、ナッツ類のフレーバーを、各ブラン
ドが競い合うように使っている。リオグ
ランデ・ド・スール州のクラフトカシャッ
サの名門ウェーバーハウスもクラフトジ
ンを製造しているが、ガウーショらしく
マテ茶の葉をフレーバーに使っている。
オランダを経てイギリス経由で伝来した
外来文化に、土着のフレーバーを混ぜ込
んでブラジルにしかないものを生み出す
ことができるクラフトジン造りはブラジ
ル人の、もっとも得意とするところなの
ではないかと筆者は思っている。そのア
ロマの中には混交文化をルーツにもつブ
ラジル人のアイデンティティが誇らしげ
に香り立っている。

麻生雅人
（カシャッサ・カウンシル主任研究員）

クリチバ市のクラフトビールバー。
地元産の生のクラフトビールが飲める。

銘酒の郷ともいえるミナスジェライス州産の
カシャッサ・アルテザナウ

パラナ州「ポルトモヘッチス」の蒸留所。
銅製の蒸留器
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『カシャッサ・カウンシル・ジャパン』とは
カシャッサの魅力を広めたい

●特集● ブラジルの酒革命

　カシャッサ・カウンシルの活動につい
て、この誌面を借りてご紹介してみたい。
お酒がらみのお話なので、内容について
は“水増し”ではなく、純度の高い“増
量”でいきたいのだが、いかんせん酒飲
み話だから、途中で千鳥足のようになっ
てしまうかもしれず、この辺は、あらか
じめご海容のほどお願いしたい。

設立の目的

　時は2016年の年末、日本にブラジル
発祥の蒸留酒である「カシャッサ」をもっ
と普及させようという発起人らのアイ
ディアからスタートし、任意団体として
動き始めておおよそ１年半が経過した。
　発起人の呼びかけとそのアイディアに
賛同し集まった、様々な分野で活動する
各メンバーが持つ得意分野を発揮して、
少しずつながら歩みを進めている『カ
シャッサ・カウンシル・ジャパン』。設
立に携わったメンバーは往々にして真面
目かつ働き盛りの年代であり、また、ア
ルコールを飲むこと自体には弱いという
傾向があるように見受けられるが、特に

「ブラジル」に対する想いや愛情が強い
メンバーばかりが集っているという印象
である。この場ではメンバーの紹介は割
愛させていただくが。
　カシャッサ・カウンシル、というネー
ミングについては最後に述べることにし
て、『カシャッサ・カウンシル・ジャパン』
の設立目的は主だったところでは以下の
とおりである。
・カシャッサの普及及び宣伝
・カシャッサに関するブラジル現地にお
ける調査、情報収集
・カシャッサのブラジル本国の関係諸団
体との連絡、折衝
　特に日本においては、ラム酒やウォッ

カなどのスピリッツ系飲料の知名度と比
較すると、このブラジル発祥のカシャッ
サ（ピンガ）、そしてそこから作られる我々
にはなじみの深いカクテル、「カイピリー
ニャ」のイメージが極端に弱いところか
ら話が膨らみ、団体の設立へと至ること
になるのだが、カウンシルとしての活動
を通じた究極的な目標到達地点は、例え
ば都会の OL さんたちが会社帰りに一杯
ひっかけるときの「オシャンティ」なカク
テルが「カイピリーニャ」になる、とか、
夏フェスに繰り出す若者や、海に繰り出
すメンズの片手には、モヒートではなく

「カイピリーニャ」がある、とか、ダンディ
な男性がガウンを羽織り、グラスを揺ら
す、そのグラスにはカシャッサ・アルテ
ザナウ（自家製カシャッサ）のロック！
というような、確固たる地位をカシャッ
サが確立してくれることを願ってやまな
いのであり、そのための試行錯誤をしな
がらの活動を今後地道にしていこうとい
う方向性をもって、活動を開始したとこ
ろである。

第一回『カシャッサを楽しむ会』

　さて、大事な会の設立については、メ
ンバーで会議を重ねに重ね、早い段階で
法人化へ移行する検討を行ったが、各メ
ンバーが働き盛りでそれぞれの仕事を多
く抱えており、また、事務局あるいは本
部に専属のスタッフを配属することが難
しいため、とりあえずは
任意団体として活動を継
続し、イベントやセミナー
などで実績を重ね、会の
存在やカシャッサに関す
る広報活動を地道に進め
ながら、その後について
検討をするという方針で

滑り出した。かくして最初に行ったのは、
日本ブラジル中央協会とのコラボイベン
トで好評を博した『カシャッサを楽しむ
会』である。
　『カシャッサ・カウンシル・ジャパン』
としては初のイベントで、共催相手がい
わゆる「協会」として確かな基盤と歴史
を持つブラジル通の集まり「日本ブラジ
ル中央協会」ということもあり、カウン
シルとしての活動を知っていただくには
またとない良い機会に恵まれた。それ故
か、カウンシル側（というか私や一部の
メンバー）には緊張が見え隠れした気が
したが、さすが、イベンターとして数々
のイベントを経験し、乗り越えてきたメ
ンバーや、すでにカシャッサについての
セミナーを経験している麻生氏との堂々
たる進行もあって、大きな不手際などは
皆無で、バックヤードで準備をしていた
私などは初イベントにもかかわらずここ
までやれるものか、と驚かされた。（もっ
とも開催までにいろいろとすったもんだ
はもちろんあったのですが）また、同時
に、日本ではレアなカシャッサを飲み比
べたり、参加者同士でわいわいやりなが
らカイピリーニャを楽しそうに作ったり
する様子をみて、このようなカシャッサ
に関するイベントを開催することの手ご
たえを感じた。ただ、当然だが読みが甘
い部分もあった。
　すでに本場のカイピリーニャを味わい
つくした当協会会員には説明なくともお

本田賢一郎
（カシャッサ・カウンシル・ジャパン／

当協会理事）

分かりだと思うが、カイピリーニャはそ
の飲みやすさの割にアルコール度数が高
いのである。
　この日初めてカシャッサをストレート
で味わった方、あるいは久しぶりにカイ
ピリーニャを飲まれた方はその美味しさ
のあまりか、短時間で多量のアルコール
を摂取されたようで、イベント閉幕後に
粗相が見受けられた。それは今後のイベ
ントの反省として、また、カシャッサを
ストレートで楽しむ際の注意点として活
かされるべき点であると感じた。まあそ
のくらい楽しく沢山飲めてしまうお酒で
あるという魅力も持ち合わせているのが
カシャッサであり、カイピリーニャでは
ないだろうか。　
　このカシャッサを楽しむ会で、お酒の
勢いも手伝って普段あまり交流のない会
員同士・参加者同士、とくに女性会員や
女性参加者と楽しくお酒を飲みかわし、
仲良くなられた男性会員がいらっしゃっ
たら、是非ともカシャッサ・カウンシル
の活動を応援していただきたい（笑）。

『カシャッサの日を祝う会』と
第二回『カシャッサを楽しむ会』

　さて、カシャッサ・カウンシル・ジャ
パンはこのイベントの成功を皮切りに、
その後ブラジル大使館にて『カシャッサ
の日を祝う会』（2017年９月13日開催）
や第 2 回『カシャッサを楽しむ会』を
開催し、ともに盛況のうちに終えるとい
う実績を積み上げさせていただいた。
　大使館での開催は、カシャッサを輸入
する代理店の参加と、大使館による在日ブ
ラジル人コミュニティへのイベント案内の
発信も手伝って、日本ブラジル中央協会の
ネットワークとは異なる、より多くの方に、
ストレートのカシャッサを試飲していただ
く機会に恵まれた。試飲用のカシャッサを
提供していただいたおかげで、日本に入っ
てきている様々な種類のカシャッサの飲み
比べテイスティングが可能となった有意義
なイベントであった。
　第２回の『カシャッサを楽しむ会』は
赤坂にあるブラジル料理レストラン「ブ
ラジリカグリル」で開催させていただい

た。まだ記憶
に新しい方も
いれば、飲み
すぎて記憶に
ない方もおら
れるかもしれ
ないが、会場
となったレス
ト ラ ン で は、
支配人のご厚意もあってちょうど仕切ら
れた空間を用意していただき、周りを気
にすることなく談笑し、カシャッサを味
わうことができた。また、カシャッサ醸
造所が多く存在するミナス・ジェライス
州の地方料理を特別に用意していただい
たおかげで、カシャッサやカイピリー
ニャという飲料のみならず、食文化にも
どっぷりとつかることができるイベント
となった。このくらい包括的にブラジル
を紹介することができるイベントはなか
なか開催が難しいと思うが、各関係者と
参加者の方々の協力があってこそ成功し
たものであり、皆様にはこの場をお借り
して改めて感謝申し上げたいところであ
る。
　また、試飲イベントとは違うアプロー
チとして、代々木公園で毎年行われるブ
ラジルフェスティバルにて、出店・販売
されている各ブースのカイピリーニャの
ナンバーワンを決める C1（シーワン）グ
ランプリを昨年から開催した。今年は 2
回目となるグランプリも開催している。
　このように地味ではありながら地道な
活動は継続させていただいている。今
後もこのような活動を継続しながらカ
シャッサの普及活動に力を入れていくと
同時に、カシャッサを使ったコミュニ
ケーションならぬ呑みニケーションを若
い方々へも広げていけるようなカシャッ
サ活動＝「カシャ活」なども検討をして
いるところである。
　活動はカシャッサ・カウンシルの HP

（cachaca.jp) や Facebook ペ ー ジ、
MegaBrasil サイトに掲載されているの
で是非ご覧いただきたい。もちろん会員
や協賛していただける企業も募集してい
るので HP などからご連絡いただけると
ありがたい。

なぜ「カシャッサ・カウンシル」としたか

　さて、最後になぜこの会の名前が「カ
シャッサ・カウンシル」となっているの
かについてご紹介したい。当初、メンバー
会議でこの会の名前を考えたときに、一
般的でオーソドックスな「協会」という名
前を使用したかったのだが、実はこのカ
シャッサを普及させようというアイディ
アが出たときに既に「カシャッサ協会」
という名前の団体が発足しており、その
活動を開始していたのである。そのた
め「協会」を使用することを避け、ブリ
ティッシュカウンシルのような「カウン
シル」というネーミングを使用すること
に至ったのである。しかし、カシャッサ
協会のことは詳しくは存じ上げないが、
少なくとも設立の経緯や背景などは異な
れど、カシャッサを普及させたいという
理念は一致するようなので、似たような
団体が競うように同じことをするより
は、同じ方向を目指す者同士力を合わせ
ればできないこともできるかもしれず、
そう思うと私たちカシャッサ・カウンシ
ルはこのカシャッサ協会とも歩みを共に
するべきなのかもしれない、と個人的に
は思う時があるのである。
　在日ブラジル人社会やブラジルの日系
社会においても、日系子弟教育だったり
社会支援だったり、その活動目的が似
通った多くの団体が存在しているが、諸
事情により、力を合わせるというよりは、
お互いに微妙な距離を保って干渉しすぎ
ないようにしているように見えるときが
ある。だが、このカシャッサ普及に関し
ては「お酒の力も手伝って」多くの方が
明るく楽しく普及に力を入れることがで
きないか、模索する段階が近く来るので
はないかと思っている。

ブラジル大使館でのイベントの様子

第 2 回カシャッサを楽しむ会
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カシャッサとカイピリーニャをめぐる
三酔人歴史問答

●特集● ブラジルの酒革命

ヴィニシウス・デ・モラエスと
パブロ・ネルーダ
　詩人ヴィニシウス・デ・モラエス(1913-1980)
が、当時ブラジル最大の週刊誌であった「ク
ルゼイロ」誌から「自己紹介の詩」の寄稿を
依頼されたのが1956 年、43歳の時だ。記者
を前にして自らの半生を語る詩『わが自画像』
を、手元のノート用紙に一気呵成に書き上げ
たのだった。その、96行もの長詩の“核心部分”
を引用すると、
　「一番好きなもの：
オンナ、オンナ、オンナ、
（特に僕の奥さんが一番）、
僕の子供たち、アミーゴたち。
家事については、結構手伝っている、
そう、僕は名コックなのだから。
　（中略）
飲むのが大好きで、
よく飲む（10年前に比べれば
少なくなっているけれど）。
僕の好きな酒は、ウイスキー
水は少なめ、氷は多めに。
ダンスも好きだ。
そんなこんなで
人は、僕をボヘミアンと呼ぶ。（後略）」

　生涯で9回も結婚（＆離婚）したヴィニシウ
スは、まさに、食欲も性欲も知識欲もすべて全
開にして生き抜いた“ブラジル人（男性）が憧
れる”人生の達人であったが、そんな彼が「チ
リの国民詩人」パブロ・ネルーダ (1904-1973)

とパリで知合ったのは、『わが自画像』を書い
た翌年 1957 年であった。
　当時 44 歳の外交官詩人が、チリを代表す
る 53 歳の詩人と出会い、たちまち意気投合
し、その時から親友となる。ヴィニシウスが
チリにいく時は、イスラ・ネグラのネルーダ宅
や別荘に泊まり、チリの詩人がリオに来る時
はヴィニシウス宅で過ごす、という関係が
10 数年にわたって続いたのだ。
　平和な時期の二人に共通していたことは、
グルメ、酒好き、女好き、そして文学談義、だ。

“ノミニケーション”を熱愛したお二人を巡
る、抱腹絶倒のエピソードはいくつも語られ
ているが、例えば、二人がリオの海岸で過ご
した時。「おっぱいとお尻だらけのコパカバー
ナで、陽光を浴びて汗をかきながら、海産物
を食べた。もちろんバチーダや生ビールを飲
みながら。」とヴィニシウスは記しているが、
大食漢のネルーダは、オリーブ油で炒めたエ
ビを山ほど食べて満足しつつも、その時の白
ワインは「チリ・ワインを持ってきてくれ、
フランス・ワインなんかよりずっといいから
ね」と念を押したとか。
　「ベロオリゾンチへの食道楽の旅」という
ヴィニシウスの詩を読むと、まあいろいろな
ものを二人で食べまくっているのがわかる。
ネルーダが一度も食べたことがないというこ
とで、カピヴァーラ、タツー（アルマジロ）、
パッカ（豚鼠）、シカといったジビエ料理を
いくつも胃袋に収めてから、フェイジョン（イ
ンゲン豆）と豚脂がベースのミナス料理に移
行、激辛のピメンタ（俗名「地獄の火」）を

ふりかけ過
ぎて、ひり
ひりした舌
を カ イ ピ
リーニャで
冷 し な が
ら、汗まみ
れでお皿と
格闘してい
る ネ ル ー
ダ。そんな
有名詩人を
茶 目 っ 気

たっぷりのヴィニシウスが冷やかしている、
そんな光景がみえてくる。
　だが平和な日々は長くは続かない。1970
年の大統領選挙で当選したアジェンデによっ
てネルーダは駐仏チリ大使に任命され、その
パリ在任中の 1971 年、ノーベル文学賞を受
賞し国際的にも認知されることになったが、
72年病魔（ガン）に冒され、翌73年の軍事クー
デターから 12 日後の 9 月 23 日、急逝する。
　ヴィニシウスが、「早すぎる死を迎えた、
わが兄弟パブロ・ネルーダに捧ぐ」との献辞
を掲げた詩集“Historia Natural de Pablo 
Neruda”( パブロ・ネルーダ博物誌 ) をバイー
アのマクナイーマ出版社から上梓したのが、
翌 1974 年。バイーアの画家カラザンス・ネ
トーが表紙を担当した初版の印刷数はわずか
300 部と、実質的な私家版にしたのは、当時
の軍事政権の検閲・言論弾圧を見越したから
だ。この完全復刻版が Cia.das Letras( 文芸
出版社 ) から商業出版されたのは、33 年後の
2007 年のことであった。
　上述のエピソードは、同書から読み取った
ものだが、ヴィニシウスはウイスキーに限定
せず、カイピリーニャもバチーダも愛飲して
いたことは明白である。
　

ジルベルト・フレイレのピタンガ酒
とジョン・ドス・パソス
　大著『大邸宅と奴隷小屋』（初版 1933 年）
によってブラジル社会論を革新した社会人類
学者ジルベルト・フレイレ（1900-1987）の
レシーフェ市北部にある邸宅は現在記念博物
館になっているが、フレイレ宅を訪れた者が
皆“強要”されて“痛飲”させられることになっ
たのが、フレイレ手作りのピタンガ酒だった。
この大邸宅を訪ねた有名人は数多く、作家 A・
ハックスレー、歴史家ではトインビー、リュ
シアン・フェーヴル、政治家ではロバート・
ケネディ、映画監督ロッセリーニから始まっ
て、内外の有名人がレシーフェにやって来て
はフレイレとの知的歓談を楽しんだのだ。
　この果実酒を試飲して即気に入って、なん
とボトル一本空けてしまったのが米国の作家
ジョン・ドス・パソス (1896-1970) だった。

『ブラジル特報』編集部

彼のブラジル紀行”Brazil on the move”
(1963 年 ) のなかに、朝から夕方まで滞在し
たフレイレ宅からホテルに戻って、翌朝砂浜
を散策していたら、たちまち「サウダージ」
を感じてしまったと記しているから、本当に

「イイ酒」だったようだ（ハーバード卒のドス・
パソスはポルトガル系三世なのでポルトガル
語やスペイン語も堪能だった）。
　この果実酒の原料は、友人のサトウキビ農
園主から入手した特級カベッサ（蒸留装置
から一番最初に出てくるカシャッサ原液）と
自家庭園で収穫した完熟ピタンガ果実である
が、最低 10 年間は熟成させたものとかで、
この“製造ノウハウ”はフレイレ家の秘伝な
のだ、と思わせぶりな記述になっている。　
　　

カマラ・カスクードの
カシャッサ讃歌
　民俗学者カマラ・カスクード (1898-1986)
の著書群はブラジル文化に関心を有する者の
知的好奇心を徹底的にくすぐるものばかり
だ。多作な学者なので、ある研究書によれば、
その著作数は小冊子を含め 144 ある由だが、
代表的なものだけを列記しても、『ツピー語
魚名』、『ヴァッケイロとカンタドール』、『モ
ンテーニュとブラジルのインディオ』、『ブラ
ジルの伝説集』、『ブラジル民話の地理学』、『口
承文学』、『ブラジル民俗研究事典』、『ジャン
ガーダ』、『ハンモック』、『ダンテとブラジル
の大衆的伝統』、『モーロ人、フランス人とユ
ダヤ人』、『文明と文化』、『庶民の宗教』、『ブ
ラジルにおける食文化の歴史』、というよう
に民俗学、社会学、歴史学、文学といった境
界を自由に飛び越えた作品群を残している。
もちろん、本業（ リオグランデ・ド・ノルチ
連邦大学法学部教授）の国際法に関する論文
もあるし、法学を修める前に医学を 3 年間学
んだ人だけに、理科系の文献も自在に読み込
んでいる。まさに博覧強記の異才だ。
　サンパウロ大学やパリ大学から教授招聘
の話が来ても、「故郷ナタールを離れたくな
い」からと固辞したカスクードは、自らを”
provinciano incuravel"（救いがたい田舎っ
ぺ）と称していたが、ノルデスチの一角から

世界を見据えていた“偉大な田舎
者”であって、古典語（ギリシャ
語・ラテン語）はもとより、英語、
フランス語、イタリア語などにも
堪能であったから、史料の読み込
みは半端ではなかった。
　そんなカスクードが「小鳥が飲
まない水」について論じたのが、

『カシャッサ前奏曲』（初版1968 年）だが、第
1章 Abrideira( 食前酒 ) でベイツの名著『ア
マゾン河の博物学者』からの巧みな引用で始
まり、最終の第17 章 Saideira で、「友よ、以
上をもってサイデイラ（最後の一献）とします」
と粋（酔）人らしく締めている。文献上は 16
世紀に初出するカシャッサは恐らく 15 世紀
に創生された。カニーニャ、アグアルデンチ、
メラードなどとも称され、世界最大の奴隷輸
入国であったブラジルへの奴隷貿易では、タ
バコと共にカシャッサは奴隷を購入する時の
交換通貨の役目を果たし、さらには、反乱を
事前に鎮静するためにも船内の黒人たちを適
度に酔っ払い状態にすべく強制的にカシャッ
サを飲ませたりもした。また、先駆的独立運
動であった 1817 年の「ペルナンブーコ革命」
では、ポルトガル植民地主義（＝ワイン＆小
麦）に対抗するナショナリズムの象徴として
カシャッサが意味付けられた、といった史実
を復習しつつ、「ブラジル人はカシャッサを
愛してやまないが、決してカシャッサ酔漢で
はない」ことに留意しよう、と述べているカ
スクード教授の語り口調に読者は引き込まれ
てしまう。

カイピリーニャ発祥の地は
サンパウロ州内陸部

　カスクード教授の素敵なカシャッサ論の唯
一の欠陥が、（ライム＋カシャッサ＋砂糖＋
アイス）のカクテル、カイピリーニャへの言
及がないことだ。
①ドライマティーニ、②マンハッタンに次い
で世界で三番目に消費されるカクテルがカイ
ピリーニャといわれているが、この辺につい
ては、食文化研究家 J・A・ディアス・ロペ
ス（1943 ～）の解説に沿って概観してみよう。
１）カイピリーニャは、いつ、どこで生まれ
たか？
　時期は 20 世紀前半、場所は、リオでもノ
ルデスチでもなく、サンパウロ州内陸部、だ。
風邪をひいた時薬の代わりで飲まれたバチー
ダ・デ・リマゥン（ライム＋ハチミツ＋カ
シャッサ ) のハチミツが砂糖に代替されてカ
イピリーニャへ。

２）州都サンパウロ市の住民（男性陣）に受容
されるようになったのは 1950 年代
　都市中産階層が飲むお酒は、1950 年代ま
ではビールとウイスキー（スコッチ）が主で、
輸入ワインは金持向け、カシャッサは貧乏人
向け、と色分けされていた。日本人移民の場
合も同様で、社会上昇に従って、大衆酒カ
シャッサから高級酒スコッチへと“切替”。
３）カイピーラ ⇒ カイピリーニャ
  サンパウロ州内陸部から中西部（ミナス～
ゴイアス）に住む無学の農夫たちはカイピー
ラ（田舎者）と呼ばれていたため、このライ
ムとカシャッサをベースとするカクテルも、
縮小辞カイピリーニャと呼ばれるようになっ
た。（恐らく、1950 年代）
４）サントス・ビーチから全国へ
　カイピリーニャが“bebida de praia”(ビー
チで飲むお酒 ) として最初にブレークしたの
が、サントス海岸だった。1950 年代以降、サ
ントスから全国のビーチへ伝播されていく。
５）ホテルのバーに登場
　ホテルのバーでカイピリーニャが供される
ようになったのは、サンパウロの Hotel Ca’
d’Oro が最初で、1957 年のこと。小さく割っ
た氷（当時はアイスは貴重品）を加えるよう
になったのも、このホテルから。カイピリー
ニャ用の、やや大きめのコップ（グラス）が
定番化したのも 1960 年前後だ。
６）カイピリーニャの進化型
　ラム⇒ caipiríssima  
　ウオッカ⇒ caipirosca  
　日本酒⇒ saquerinha
  こうした“進化型カクテル”が、ブラジル
で広まるのは 1980 年代以降だが、一時期安
酒と決めつけられていたカシャッサを 1950
年代以降社会上昇させたのはカイピリーニャ
の“功績”と断言してよいだろう。

◀  Vinicius de Moraes & Pablo Neruda (Foto: Pedro de Moraes)

▲  Camara Cascudo

◀ Gilberto Freyre & Licor de Pitanga
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商船三井ブラジル事業
移民の歴史と共に
　今年はブラジル日本移民 110 周年の記念すべき年。当社とブラジ
ルの関係もその移民の歴史とほぼ時を同じく始まった。周知の通り
第一回移民船の笠戸丸がサントス港に入港したのが 1908 年 6 月 18
日。その 4 年後の 1912 年に当社の前身である大阪商船が海軍省か
ら笠戸丸を購入して 1916 年 12 月に日本と南米東岸を結ぶ定期航路
を開設した。当初は 3 隻による年間 7 航海の移住者輸送から始まり、
その後着々と船隊を強化し当時の造船技術の粋を集めた初代ぶらじ
る丸を投入するなど戦前の最盛期には年間 24 航海を行い、1920 年
にサントス、1935 年にサンパウロ、1941 年にはリオデジャネイロ
に駐在員事務所を開設したとの記録が残っている。その後戦火の高
まりを受けて 1941 年に航路を休止、船舶は戦時徴用されその殆ど
を失うという苦難の後、1952 年には新造船さんとす丸を投入し南
米航路を再開。その後も二代目『ぶらじる丸』を始め当時の最先端
の新造船を投入し続け、1973 年まで通算 50 年余りに亘り約 18 万
人の方々の移民輸送に携わった。

定期航路の変遷

　時代の流れと共に当社の南米定期航路の運航は移民船、貨客船、
在来貨物船と姿を変え、1990 年代にコンテナ輸送に進展し、商船
三井としてはアジア・南米東岸トレードを中心に業界最速のウィー
クリーサービスを展開し続けた。コンテナ輸送事業では世界的な競
争激化の中を勝ち抜いていく為に商船三井・日本郵船・川崎汽船の
邦船三社によりコンテナ船事業を統合し、新会社 Ocean Network 
Express（通称 ONE）を立ち上げ本年 4 月からサービスを開始し、
新時代に突入した。新会社ではサービス網が更に拡充され、また商
船三井ブラジルからも新会社に多くの人員が移籍、当社が長年培っ
た良き DNA が継承されつつ新会社がブラジルに於いても大きな成
功を収めることが期待されている。

完成車輸送

　現在活発な動きを見せているのが自動車専用船による完成車輸出
分野である。ブラジルからの完成車輸出は 2014 年を境に上昇に転
じ、2017 年は過去最高の 76.2 万台を記録、本年度も勢いは継続し
ている。当社では、2016 年にブラジル及びアルゼンチンからマゼ

ラン海峡を通ってチリ・ペルーを始めとする南米西岸・中米向けの
輸出完成車を輸送する新サービスを開設した。安定したスケジュー
ルときめ細かいサービスに好評を頂いている。今後も顧客ニーズを
敏感にキャッチし、サービス頻度の拡大、寄港地の追加等を積極的
に検討し、サービス品質の更なる向上に努める所存である。

ドライバルク輸送

　ブラジル日本移民 100 周年を記念した 2008 年とほぼ時を合わせ、
2007 年に三代目『BRASIL MARU』が竣工した。同船は日本船社
として初めて進出した載貨重量 323,000 トンの超大型鉄鉱石専用船
である。商船三井は、30 万トン級の超大型船 7 隻を含め、大型ドラ
イバルク船を約 90 隻運航しており、増大するブラジル積み鉄鉱石の
輸送ニーズに素早く対応できる体制を整えている。それ以外のバル
ク貨物、即ち穀物、木材チップ等にはパナマックスからスモールハ
ンディまで様々な船を用意。現在ブラジルに寄港する当社ドライバ
ルク船は年間約 100 航海、この数を更に拡大すべく活動中である。

海洋事業

　今後当社がブラジルでの営業活動を強化する最重要領域の一つが
海洋事業だ。商船三井としてはパートナーと共同でプレソルト含む
有望な深海鉱区での石油採掘を行う浮体式石油ガス生産貯蔵積出設
備（FPSO）に 2010 年より参画、ペトロブラスへの長期用船契約の
下で石油生産に携わっている。ブラジルにて当社の参画する FPSO
は現在操業中のものが４船、本年新たに 1 船が稼働開始予定、更に
2 件の新規プロジェクトが現在進行中である。これ以外にも、同様に
パートナーと共同でシャトルタンカー、海底設備の設置・保守等に
従事するサブシー支援船への参画も開始。また、今後可能性が見込
まれる浮体式 LNG 貯蔵再ガス化設備 FSRU の新規プロジェクトへ
の参加も推進している。

ロジスティクス事業

　グループ会社である商船三井ロジスティクスはブラジルにて 2008
年より営業を開始。コンテナ船事業が ONE の看板にて行われるこ
とになった後、商船三井として製品輸送サービスの選択肢を提供で
きる様、この分野を強化することが今後の目標である。

新時代へ

　ブラジルを取り巻く国際環境も刻々と変化し、海運業者としても
より付加価値を付けたサービスを提供することが求められている。
当社が長年のブラジルでの事業活動での経験から学んだものを生か
しながらこれらの変化に機敏に対応し、より安全かつコスト競争力
のあるサービスを提供することでブラジル経済の更なる発展の一助
となれるよう努力を続けていく。

　日本の国民的ボードゲーム『将棋』。最近国内では殊に注目を集め
ているが、海外でもアニメや漫画の影響から興味を持つ人が増えて
いる。ブラジル（伯国）も例外ではない。今回は日本固有の伝統文
化『将棋』が如何にして生まれ、伯国に渡り根を張ったのか。そして、
伯国の持つ将棋文化に対する可能性を紹介したい。

古代インドから日本へ
　将棋の起源は紀元前３世紀に古代インドで生まれた『チャトラン
ガ』という戦争をモチーフにした４人制のサイコロ遊戯にある。『チャ
トランガ』は交易を通じて東西に伝播し、西洋で『チェス』に、日
本で『将棋』となった。日本へは平安時代に伝来し、後に江戸幕府
に公認され、庶民の文化として根付いた。

そしてブラジルへ
　1908 年に日伯間で移民協定が結ばれると、移民達は将棋道具を行
李に詰めた。移民船での渡航には約２カ月を要し、移住後の開拓生
活は厳しくも長閑な日々が続く。移民らは船上で遊び、到着後はピ
ンガ片手に勝負を楽しんだ。切り倒した原始林を利用して将棋道具
も自作した。移住地ごとに将棋倶楽部が作られ、伯国に将棋文化の
基礎が作られた。
　1948 年には『勝ち負け抗争』の混乱収まらぬ日系社会で、将棋愛
好家らは社会的結束の範を示すため、伯国初の全国将棋大会を企画
する。邦字紙パウリスタ新聞が協力し、地方に乱立していた将棋倶
楽部を糾合。後の伯国将棋連盟の土台を築いた。大会は全伯名人戦
として現在も続いている。
　伯国将棋連盟の会員数は 1970 年代に 1500 人を超え、ピークを
迎える。全伯大会を開けば、300 人以上が参加し、３日３晩かけて
優勝を競った。しかし、1973 年に移民政策が終了すると、日本人会
員の新規入会もストップ。2000 年頃には日本人会員の高齢を理由と
する退会が続き会員数は 50 人ほどに減少した。

将棋の今と課題
　インターネットが普及し、将棋は世界中で楽しむことが出来るよ

うになった。しかし、日本から外国への情報発信も、外国から日本
への情報発信も現状乏しいため、外国人競技者が増えた感はあまり
しない。
　日本は超高齢社会であり、今後の人口減少は避けられない。競技
者のほとんどが日本人である将棋は、人口減少と共にその文化規模
を縮小させかねない。それを回避するためには海外への普及が必須
だ。伯国は日本への親しみが強い国であり、その嚆矢となりうるの
ではないだろうか。

将棋の未来とブラジル
　伯国将棋連盟副会長のジェームス・Ｍ・トレドさんは、チェスの国際
マスター（IM）の称号を持つ実力者。日系人女性と結婚し、息子が母方
の祖父から将棋を習ったのを機に自身も覚えた。将棋には駒の再使
用ルールがあり、チェスと違って手詰まりからの引き分けが起き難
い。この点に対するジェームスさんの評価は高く「将棋はチェスと
似ているが、より複雑だ。伯国はチェスが盛んな地。受け入れられ
る可能性は十分ある」という。
　４月にサンパウロ市リベルダーデ区にある伯国将棋連盟会館で初
心者教室を行ったところ、60 人が参加した。一時帰国した際に、将
棋の海外普及に励む外国人初女流棋士のカロリーナ・ステチェンス
カさんに会い、事の次第を伝えると「私の国（ポーランド）では 10
人集まれば良い方」と参加者の多さに驚いていた。
　伯国の特性を活かせば、将棋文化の普及のみならず、カロリーナ
さんの様な才能ある人材を見出し、育て、プロ棋士として輩出する
ことも出来るのではないだろうか。

伯国での将棋文化普及の中心
　将棋文化普及の中心となっている伯国将棋連盟会館は、リベルダー
デ駅から徒歩２分、毎日午後１時から６時まで開館しており、終日
10 レアルで指し放題。雰囲気は、田舎の将棋道場といったもの。日
系社会然とし過ぎているために、普段関わりの無い日本人は入りづ
らいようだが、最近は藤井聡太七段の活躍により、子供の習い事と
して将棋を求める家庭が増え、問い合わせが増えた。日本人向けに
も初心者教室を開催し、交流を深めたい。行く行くは日伯交流戦を
開催し、日伯文化交流の一端を担うことができればと思う。

普及応援者募集中
　駐伯国日本国大使である山田彰氏が日本のＮＰＯ団体『世界に将
棋を広める会』の理事であることをご存知だろうか。山田大使は過
去の赴任先でも普及活動を行い、現在も忙しい公務の合間を縫って、
普及活動に協力してくれている。
　伯国将棋連盟では大会や教室の開催に協力してくれる普及協力員
を募集中だ。伯国将棋連盟の活動状況は FaceBook から知ることが
出来る。活動に興味のある人は、伯国将棋連盟の石川までぜひ連絡を。

伯国将棋連盟：住所＝ Rua Galvao Bueno, 17, 3o. andar – Liberdade、電話番
号（11）3209・7687、FaceBook アカウント＝ Associação Brasileira de Shôgui。

将棋の未来とブラジル
石川達也

（ブラジル将棋連盟理事
ニッケイ新聞記者）

ブラジル現地報告BRAS
IL
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大胡俊武
（㈱商船三井南米総代表）

▼日本将棋連盟から
伯国将棋連盟へ寄贈：
移民 110 周年記念の
手彫り駒

◀ 伯国人への将棋教
室の様子

◀ 自動車運搬船

鉱石運搬船▶ 
（場所は Tubarão 港）
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ブラジルの販売代理店
契約に関する法律
　自社製品の販売拡大に販売代理店の利用は不可欠であろう。
特にブラジルは国土が広く、地域によって商慣習が異なること
もあるため、地域に密着した販売代理店を利用することで、販
売チャネルの確保や顧客対応がスムーズになる。ブラジルでは、
日本と異なり、販売代理店契約に関する特別の法律が存在する。
そこで、本稿では、販売代理店契約を締結するにあたり留意す
べきポイントについて解説する。
　　　

1. 販売代理店契約の形態
　「販売代理」には、エージェントと呼ばれる形態とディストリ
ビューターと呼ばれる2 種類の形態が存在する。エージェント
は、製品販売の仲介のみを行い、成約した場合のコミッション
を受け取る形態である。ディストリビューターは、販売代理店が
自己のリスクで製品をメーカーから買い取り、それを顧客に再
販売して、購入価格と再販売価格の差額を収得する形態である。
日本では、法的な観点でこの両者を区別する意味はそれほどな
いが、ブラジルでは、形態によって適用される法律が異なる。

2. 適用される法律
　販売代理に適用される法律は、以下のとおり、形態及び取扱
い製品により異なる。なお、下記の2つの特別法と民法の関係は
明確ではないため、実務的には、特別法が適用される場合でも、
民法（2002年10406号）の条文も念頭に置いて対処している。

3. 独占権・独占義務
　エージェントであってもディストリビューターであっても、製
品の販売に関して独占権を付与するか、また、独占義務を課す
かは重要な点である。いずれも交渉によって決定する事項であ
るが、独占の有無を決定した場合は必ず契約書に規定すべきで
ある。仮に契約書に規定がない場合は、法律に従い処理される。

4. 契約期間
　以下のとおり、特別法には契約期間についての特別の定めが
あるため、特別法が適用される場合には、契約期間の取扱いに
は留意が必要である。なお、契約期間の定めの有無によって、
契約の解除方法及び契約解除時の補償金の計算方法が異なる。

5. 契約の解除
　以下のとおり、各法律に契約解除について定めがある。民法
と法4886号で、契約期間の定めのない契約の解除に関して、
事前予告期間が30日と90日と違いがある。上述のとおり、民法
と特別法の関係が不明確であるため、将来的に争われるリスク
を回避するためには 90 日の事前予告期間を設ける方が安全で
ある。

6. 解除時の補償
　以下のとおり、特別法には解除時の補償についての特別の定
めがある。

ルシオ・バストス / 吉田幸司
（KPMG サンパウロ事務所パートナー）

菊元 崇
（カンピーナス事務

所マネージャー）

　今回は、2017 年 3 月に連邦最高裁判所の PIS/COFINS
の課税標準の判決について説明したい。この連邦最高裁判所
の判決が出された後もなお、納税者の間では、保守的な解釈、
積極的な解釈に基づいて対応が異なっているのが現状であ
り、なかなかブラジル税制の複雑さを感じるところである。
　納税者にとって複雑で頭の痛い税務問題の 1 つに PIS/
COFINS の税額計算のための課税標準額が一体何なのかと
いうがある。PIS/COFINS の課税標準額は、”総売上高”と
されている。過去数十年の間、法廷で様々な議論がなされ、
連邦地方裁判所によって相反するような判決もなされたが、
2005 年に連邦最高裁判所の特別控訴第 390.840 号により、

「総売上高の概念は、税金または会計の分類に関係なく、す
べての得られた収入と同等であるという法律第 9718/98 号
第 1 条第 3 項は違憲である。」との判断がなされた。
　しかし、上記の決定後も、依然として PIS/COFINS の課
税標準額となる総売上高の概念に、請求書に記載される商品
流通税（ICMS）が含まれるか否かについては、納税者の間
に疑問が生じていた。

17年３月に連邦最高裁が納税者に有利な判決

　様々な議論を経て、2017 年 3 月に、連邦最高裁判所は、
特別控訴第 574.706 号により、「請求書に記載される ICMS
の金額は、企業の総売上高を構成するものではなく PIS/
COFINS の課税標準額には含めない」という判決がなされ、
納税者にとって有利な判決となった。しかし、この判決後も、
ブラジル連邦歳入庁が納税者に対し ICMS を課税標準額に
含めて計算される PIS/COFINS の支払要求を継続している
ケースもあると言われている。
　このような状況であることから、連邦最高裁判所の判決に
基づいて PIS/COFINS の課税標準額から ICMS を除く企業
や、引続き PIS/COFINS の課税標準額に ICMS を含めて計
算する企業があるなど、対応が分かれているのが現状である。
また、ICMS を PIS/COFINS の課税標準額から除くことに
ついてより確実とするために、当該判断に対して法的合意性
を求めて裁判を起こしているケースもあり、その裁判件数は
10,000 件を超えるとも言われている。
　また、実務上の課題として PIS/COFINS の課税標準額を
変更する場合にはシステム変更を伴うケースが多く、実務上
の対応するために労力を要するところとなっている。この判
決に従う場合、税金の支払額を抑えることができ、企業の

キャッシュ・フローに直接的な利益をもたらすと言える。つ
まり、ICMS を含んだ総売上高を課税標準額として計算した
PIS/COFINS を支払う必要はなく、また、少なくとも過去 5
年間に過大に徴収された金額の還付を受けることも可能な場
合もある。

還付には各種書類を税務当局に提出する必要

　なお、還付については、次のような書類を税務当局に提出
することによって可能となる。例 ) ICMS 申告履歴、ICMS
に関する評価文書（GIAS）、電子帳簿システム（SPED）、
連邦税申告書（DCTFS）並びに定款や登記などの会社の組
織文書　など。これらの資料に基づいて過払いとなっている
PIS/COFINS を計算し、その上でインフレーション調整を
考慮して PIS/COFINS クレジット（還付対象額及び他の連
邦税に対して相殺できる金額）を算定することとなる。
　当該議論に関連し、上級司法裁判所が PIS/COFINS クレ
ジット金額計算のための基礎となるインプット（支払 PIS/
COFINS の対象となる原材料など）の概念について、繰り返
し判決が出されている。このインプットとは、1) 企業活動に
関連し、必要不可欠な財とサービスであり、2) それは、納税
者の地位を安定させるものであり、3) 収益を生み出すために
必要不可欠なものとされており、このインプットに該当する
場合のみ PIS/COFINS クレジットが認められるものとされ
ている。
　そのため、実務的には、クレジットを回収するためには法
的確実性、インプットが企業の活動に必要不可欠かつ適切で
あるかを考慮する詳細な分析等が必要となるが、当該連邦最
高裁判所の判決は納税者に対し有利であり、クレジットを回
収しようとする動きの拡大につながると考えられる。

減額された税金は企業の投資拡大につながる

　当該判決によりブラジル政府は数十億レアルにも及ぶ税収
を失う結果となるが、一方で今までこのような税金を支払っ
ていた多くの企業はこの減額された税金を新規投資や新規雇
用の創出に充てるといったことも可能であり、多くの利益を
享受することができるようになる。最後に繰り返しであるが、
上述の通りにこの最高裁判所の判決を受けてもなお、その判
断が企業によって異なるというのは、ブラジル税制を理解す
るにあたって更に難解なものとするところであろう。

連 載 ★ 税 務 の 勘 ど こ ろ

柏 健吾
（TMI 総合法律事務所
日本法弁護士、
現在ブラジルで勤務）

形態 / 取扱い製品 適用される法律

エージェント 1965年法 4886号、民法

ディストリビューター（自動車以外）民法

ディストリビューター（自動車） 1979年法 6729号、民法

民　　法 法 4886 号 法 6729 号
契約書に定めのない限り、
同じ業務・同じ地域におい
て複数の代理人を使用して
はならない。
代理人側も、契約書に定め
のない限り、委託者の業務
と同様の業務を他者のため
に扱ってはならない。

契約書に記載がな
い限り、独占権は
付与されない。

規定なし。なお、複
数のディーラーがい
る場合、ディーラー
間の最低距離を定
める。

民　　法 法 4886 号 法 6729 号
規定なし 以下の場合は、期間の定めのない

契約となる。
①期間の定めのある契約が更新さ

れた場合
②ある契約を当該契約の終了から

6 か月以内に別の契約で引き
継いだ場合

③契約書に契約期間の定めのない
場合

1 回目の契約期
間のみ期間限定
可能（ただし、5
年以上）。更新し
た場合、契約期
間の定めのない
契約となる。

民　　法 法 4886 号 法 6729 号
契約期間の定めのない契約の
場合、90 日前の通知が必要。
ただし、他方の当事者が当該
契約のために投資を行ってい
るのであれば、契約の性質を
考慮して、当該投資を回収す
るために十分な期間が経過し
ている場合にのみ解除可能。

契約期間の定めのな
い契約又は 6 か月以
上経過した契約を正
当な事由なく解除す
る 場 合、30 日 前 の
通知又は解除日から
遡って 3 か月間に受
領したコミッション
の 3 分の 1 を支払う
ことで解除可能。

契約期間の定め
のある契約を更
新 し な い 場 合、
180 日前に通知
する必要がある。
180 日前までに
通知しないと契
約期間は無期限
になる。

民法 法 4886 号 法 6729 号
特別の条
項なし

（損害賠
償請求と

なる）

契約期間の定めのない契
約の解除の場合、代理人
に対する補償金額は契
約期間中に支払った全
コミッションの12分の1
を下回ってはならない。
契約期間の定めのある契
約の解除の場合、「契約の
残期間×契約期間中の平
均コミッション額× 2 分
の1」の補償金を支払う。

契約期間の定めのある契約を更新
しない場合、ディーラーに販売し
た自動車・純正部品を買取時の
ディーラーへの販売価格で買い戻
す。
契約期間の定めのない契約を解除
した場合、ディーラーに販売した
自動車・純正部品を買取時の最終
消費者への販売価格で買い戻す。
また、「（12 か月＋3 か月 /5 年）
×想定売上の 4%」を支払う。

社会負担金
（PIS/COFINS）の
課税標準額の決定
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ブラジルの文学には、日本の読者をわかりにくくさせ
ている「なにか」がある。これは、これまでブラジ

ルの文学作品の翻訳刊行に携わってきた中で、感じている
ことである。ネットの感想等を見ると「不思議」という言
葉が、少なからず見受けられる。読後に残るもやもや感、
混沌として物語や人物をつかみきれないもどかしさ、そん
なとまどいを覚える人が少なくないようだ。

ブラジルの文学は、異なる二つのものの間を彷徨う物
語が珍しくない。邦訳のある作品を例にとれば、そ

の最たる例がシコ・ブアルキの『ブダペスト』だ。リオとブ
ダペストでそれぞれ異なる名前、女性、職業、言語、文化
を持ちながら二重生活を送るゴーストライターの話だが、
妄想と現実が混じり合う中で、多くの対比が境界を越えて
流れ漂い、しまいにはどれがどれで、何が何で、だれがだ
れなのかわからなくなる。
　ブラジルの人や文化には、多少乱暴な言い方かもしれな
いが、日本の文化や社会では忘れられがちな異境地がある

（と、私は理解している）。彼らは日常的に現実社会を逸脱
し、原初的な人間としても生きる選択肢を持っており、そ
れが文学でさまざまな形で表われる。現実と夢や妄想が渾
然一体となるのもその例だ。

ミルトン・ハトゥンの『エルドラードの孤児』*も、現実
と神話的世界が交錯している。舞台は 20 世紀前半

のアマゾンの中流地域で、文明化されているとはいえ、人々
はまだ神話が色濃く残る世界に生きている。主人公アルミ
ントは、急死した父親の事業を継ぐが、労働や経済といっ
た現実社会の論理に意識は向かず、一夜をともにしたきり
姿を消したインディオの女を忘れられずに川底の魔法の町
に思いを馳せる。アマゾンを擁するブラジルでは、文明と
未開の葛藤はいまもアクチュアルなテーマだ。神話的世界
は神や聖人が住む宗教的空間でもある。ブラジルの人はミ
スティックで、霊や奇跡に重きを置く宗教を信仰する人は
現代でも多く、神話や迷信は日常的に存在感を放っている。
文明と未開の交錯は、近刊のベルナルド・カルヴァーリョ
の『九夜』*でも扱われる。

揺らぎはまた社会を作りあげる制度や法（秩序）と、あ
りのままの人間としての生きるライフ・スタイル（脱

- 秩序）の間にも起こる。ズウミーラ・ヒベイロ・タヴァー
リスの『家宝』*は、その二面性をみごとに描いている。法
を司る判事である夫には、妻マリアとの正式な結婚生活の

ほかに、秘書兼理学療法士とのホモセクシュアルな愛人
との暮らしがある。清純で初心なマリアは夫から、〈秩序〉
を装いつつもそこから逸脱する生き方を教えられ、自らも
人間的生を謳歌する。社会の擬装性と制度や法の人工性が、
夫からプレゼントされた婚約指輪のピジョン・ブラッドの
真贋に重ね合わされる。

ジョルジ・アマードの『キンカス・ベーロ・ダグアの二度
の死』* は、実直な公務員にして模範的な夫かつ父親

であった主人公が、退職後、家族を捨てて落伍者的な生活
に身を投じ、第二の人生を自由奔放に生きた話。つまり結
婚、家族、労働という近代の制度（秩序）を見限り、「解脱」
したわけだ。彼には二度死んだという説が流布する。死亡
診断書が証明する死と遊び仲間と迎えた死。どちらが本当
の死なのか。

このように二極の間で揺れるのはブラジルの文学によ
くあるパターンだ。だから結末が曖昧になる。時代

を遡れば、妻の不義の有無の判断を読者に委ねるマシャー
ド・ジ・アシスの『ドン・カズムッホ』もそうだが、『家宝』、『老
練なる船乗りたち』（アマード）*、『エルドラードの孤児』、『第
三の川岸』（ローザ）* も、それを考えるのは読者だ。日本の
文化や社会は、基本的に秩序を前提に成り立ち、発想もた
いがいそれに基づく。社会共通の一元的な基準があり、常
にそれを遵守し、黒か白か一つの答えを出すことが求めら
れる。〈秩序〉とともに〈脱 - 秩序〉の発想も排除しないブラ
ジルでは、物事を絶対化せず相対的な視点で見る傾向が強
い。だから違いや多様性に関しても寛容なのだ。
　だが〈脱 - 秩序〉の境地は両刃の剣である。制度や法律
を度外視した発想がゆるされると罪の意識が緩くなり、人
間の欲望はむき出しになる。それが暴力として現れたとき、
治安の悪さと心の温かさは同じコインの裏と表となる。近
刊、フーベン・フォンセッカの『あけましておめでとう』*
には、この負の側面が如実に描かれている。

擬装性、相対性、ユーモア、文明と未開の混在、神話
的世界、原点としての人間、官能性……。さまざま

な形で現われるブラジル文学のリズムに揺られて、人間を
満喫する生の愉しみを味わいたい。考えてみれば、その自
然的被造物としての人間の境地こそ、いまの日本の人々が
見失ってしまっているものなのだから。

（＊は「ブラジル現代文学コレクション」（水声社）で既刊または近
刊予定の作品）
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　2003 年の夏からの４年半、リオデジャネイロに暮らし
ながら通信社の特派員として南米を担当した。その後異動
を繰り返し、16 年夏からはニューヨークに駐在し、今は
主に国連を担当している。南米の記事を書く機会はごく少
なくなってしまったが、今でも最も気になる地域だ。
　国連で自分が扱った大きなニュースの一つが、昨年７月
の核兵器禁止条約の採択だ。米国など核保有国のほか、米
国の「核の傘」に頼る日本は参加しなかったが、制定交渉
議長を送り出したコスタリカをはじめ、核軍縮に熱心な中
南米諸国が採択の原動力になった。
　取材の合間、国連の地下のカフェテリアでブラジルの元
外交官のドゥアルテ氏にばったり再会した。私がリオ駐在
時、彼は軍縮・核不拡散担当大使。取材させてもらったこ
とがあり、懐かしくてしばらく話し込んだ。核実験やミサ
イル発射を繰り返し、トランプ米大統領との間で激しい応
酬が続いていた北朝鮮に話が及ぶと、ドゥアルテ氏は「日
本でも核武装に前向きな声が増えたと聞いた。本当か」と
心配している様子だった。
　リオからよく出張した国の一つが、チャベス政権のベネ
ズエラだった。マドゥロ現大統領と同じく当時のチャベス
大統領の側近で国営ベネズエラ石油（ＰＤＶＳＡ）の総裁

だったラミレス氏は、ニューヨークでベネズエラの国連大
使になっていた。パーティーでつかまえて「カラカスで何
度も取材を申し込んだのに実現しなかった」と文句を言う
と「今は余裕があるから会えるよ」と笑った。ただ、この
やりとりの直後に失脚し、国連から姿を消してしまった。
　ニューヨークに来た直後、リオ五輪の応援取材で９年ぶ
りにブラジルを訪ねる機会に恵まれた。様変わりした町の
様子に、最初は驚いた。
　まず、スマートフォンの普及ぶり。タクシーを拾うと、
運転手は慣れた様子で地図アプリに音声で目的地を入力し
た。ファベーラ（スラム）では若者たちがゲーム「ポケモン
GO」に夢中だった。かつてのサントスドゥモン空港は初夏
になると、古ぼけた壁の割れ目からクッピン（羽アリ）がわ
き出すように飛び立っていたが、改修工事が終わってピカ
ピカに生まれ変わっていた。ただ、下水の悪臭が立ちこめ
て丸々と肥えたネズミが走り回るファベーラの劣悪な環境
や、その困難の中でもたくましく暮らす庶民の様子は、こ
れも驚くほどかつてのまま。うれしくなったり、考え込ん
だりしているうちに、出張はあっという間に終わった。
　これからも機会を捉えて、変わる中南米と変わらぬ中南
米の両方を伝えたいと思う。

変わる南米と変わらぬ南米
ジャーナリストの旅路

本蔵一茂
（共同通信ニューヨーク支局次長、元リオデジャネイロ支局長）

普段の食事で味わうサンパウロの文化・歴史 水谷俊江
（管理栄養士・元ブラジル在住 4 年）

　夫のサンパウロ赴任に家族帯同と決めた時、「サンパウロで
は野菜は食べられるのかしら？」閃光のように不安がよぎっ
た。
　漠然とした不安を抱えながら、サンパウロに到着した翌日。
その日から夫は会社、当時高校生だった娘はスクールバスに
乗ってインターへ。一人取り残されても、不安でもお腹は減
る。とりあえずどこかでお昼を食べなきゃと右も左もわから
ないサンパウロの町へ。大きな道沿いに「TEMAKERIA」を
発見。お店の名前が日本語の手まき寿司だからか安心感は
あった。メニューの一番初めに書いてある人気メニューと思
しきものを指さしオーダー。そしてやってきたお料理が…パー
ティーの時に使う、紐を引っ張ると「パーン」と景気よく紙
吹雪が舞うクラッカーのような手まき寿司？？？　イチゴや
マンゴー、葉っぱに見立てたきゅうりの手まき花束に思わず
心が跳ねた。一人で外食の心細さ一転、面白いもの、美味し
いもの探しのブラジル生活へと「パーン」と切り替わった瞬
間となった。
　東京は世界各国の料理が集まっているといわれるが、サン

パウロほど身近に世界中のレストラン巡りができる都市はな
いと思っている。
　サンパウロで世界の料理を楽しむことができるのは、ブラ
ジルが移民の国だから。それは世界の各国から様々な理由を
抱えてたどり着いた移民たちが故郷を懐かしみ、工夫しなが
ら味を伝え続けてきたからということ。それを私が知ったの
はサンパウロで暮らすようになってしばらくしてからだ。
　また、サンパウロは野菜が豊富である。毎週開かれるフェ
イラ（朝市）の野菜たちも色鮮やかで一つ一つが大きくて見事。
野菜の多くは日系人が作っているそうだ。ブラジルの条件の
悪い赤土で長い年月をかけて研究開発したもの。もともとブ
ラジル人は野菜を食べる習慣がなかったところに日本人が沢
山野菜を食べる習慣をもたらしたということだ。
　サンパウロの熱い太陽を浴び育った野菜で、栄養のバラン
スを崩すこともなく毎日の食事をいただくことができた幸せ。
団扇のようなコーベ（ケール）が束になって売っていた緑色
の風景を懐かしく思い出す。普段の食事がその土地での歴史
や気候風土がうつしだされているのだと深く感じている。

武田千香
（東京外国語大学教授）

ブラジル文学を楽しむために
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若き三島由紀夫のリオ体験

　『アポロの杯』という、今読んでも魅力的な紀行エッセイ集が
ある。筆者が随分前に読んだのは新潮文庫版（現在絶版）であっ
たが、著者は三島由紀夫。後年の硬質な皇国主義者としての三島
と比較すると、とても同じ人物とは思えないような、欧米文学に
よって自らを解放し国際派となりつつあった若き作家のはつら
つとした文体が冴えている紀行文となっている。
　渡航時期は1952年の前半、5か月間ほど。旅行ルートは、北米（ハ
ワイ、米国）～南米（ブラジル）～欧州（スイス、パリ、ギリシャ、
イタリア）である。当時の日本はサンフランシスコ講和条約の
発効以前で GHQ 支配下にあり、独立国家ではなかった時期だ。
日本国民の自由な海外渡航など許可されていなかったのに、まだ
20 代の三島が海外旅行を出来たのは、父親（高級官僚）のコネ
で朝日新聞に頼ったからだ。朝日の特別通信員としての海外旅行
許可を得て、意気揚々と海外視察に出掛けたワケであり、毎日が
興奮状態で旅行を続けたといってよいだろう。
　そんな 27 歳の東大卒新進作家の筆先が特に“踊っている”の
は、ブラジルのところだ。1952 年 1 月 27 日にサントス・ドゥ
モン空港に着いてからのリオ滞在は一週間、サンパウロに移動し
て 5 日、それから内陸部のリンスへ移動し友人の農場で 10 日間
過ごし、またリオに戻って、カーニバル現場で実体験してから欧
州へ、とほぼ 4 週間にわたってブラジル観光を楽しんでいる。
　そんな紀行文の一節が、「一度、たしかにここを見たことがあ

るといふ、夢の中のやうなもの
に襲われた」となっているが、
この既視感はリオでの感動の
日々が背景としてある、と筆
者は睨んでいる。すなわち、
三島青年はリオでは観光地
を見学したりレストランで
の食事を楽しんだりして
いるが、その合間に、少
年男娼と複数回“懇親”
しており、この“異次
元”同性愛実体験が彼
のその後の美意識の展
開に深く関係してい
る、と思われるのだ。
　この三島の体験
を、ブラジルサイ

ドから“勝手に解釈”す
れば、第二期ヴァルガス政権下のリオはブ

ラジリア遷都前だから名実ともにブラジルの首都であり、政
治力も人口もサンパウロを上回っており、多様な文化力でも先進
地だった、その自由で豊かなリオを実体験できた、すなわち、リ
オのいいとこ取りした、のが青年作家三島由紀夫であった。

映画『ディヴァイン・ディーバ』の魅力

　何故いきなり三島なのか。それは、筆者が試写会会場に出かけ、
この 110 分に及ぶドキュメンタリー映画を見終わった時、何とも
不思議な感動を覚えたのだが、その時同時に、何の脈略もなく、三
島由紀夫のリオ“特別”体験のことが脳裏に浮かんできたから、だ。
　この映画の背景として、1960 年代から 70 年代にかけてリオに
おいて展開された先駆的なゲイ・レスビアン演劇運動があった。
当時の軍事政権による思想弾圧の対象にもなったばかりか、保守
的なカソリック思想に支配されていた一般社会からも偏見の眼で
見られていたから、性的マイノリティーの彼らは家族との関係を
絶ったり、海外（ヨーロッパ）に活路を見い出すか、苦しい選択
を迫られていた。
　いわゆるトランスジェンダーの、女装「ドラァグクイーン」に
よる演劇・歌手活動で中心的な役割を果たしたレジェンドたちが、
このドキュメタリーの主役＝証言者 8 名であり、この演劇活動 50
周年のイベントに集まった彼ら（彼女ら）が、それぞれの体験、
自分史を語っている。なかには警察に逮捕されたが、そこから脱
走に成功した話もあり、軍政下で権利と自由を求めて闘った者た
ちの証言としては、実にヴィヴィッドで史料的価値もあるオーラ
ル・データそのものだ。年齢的に 70 代となっている彼らの語り
を聞いていて、筆者も思わず引き込まれそうになったほどのパワー
を感じた次第だ。
　今でこそ、サンパウロなどで毎年開催される「ゲイ・パレード

（現在は LGBT パレード）」は百万人規模の参加者を誇る、世界で
も有数の「性の多様性」式典となっているが、この行事が始まっ
たのは 1997 年でしかない。50 年前は、ブラジルには多様なジェ
ンダーを受容する寛容な文化力などなかった。
　舞台となったテアトロ・ヒバル（直訳：ライバル劇場）は 1934
年に創設された老舗シアターであり、エルバ・ハマリョ、ジョアン・
ボスコ、ゼカ・パゴジーニョ、アドリアーナ・カルカニョットといっ
た MPB の主役たちが出演するなど歴史ある殿堂であり、1970 年
からこの劇場の経営を担ったのが、俳優にして演出家のアメリコ・
レアルであった。この映画の脚本と監督を務めた女優レアンドラ・
レアルはアメリコの孫であり、レアル家という三代にわたって演
劇の世界で生きて来たファミリーヒストリー的な意味も含有する、
奥深いドキュメンタリー映画なのだ。

連載 文 化 評 論

ポレミックにして貴重なドキュメンタリー映画
『ディヴァイン・ディーバ』

岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）
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最近のブラジル政治経済事情（外務省中南米局提供情報並びに現地メディア報道他より）

エンブラエル社・ボーイング社による
ジョイントベンチャー設立

　伯エンブラエル社ホームページに掲載されている記事
の概要次の通り。

（１）2018 年７月５日シカゴ・サンパウロ－ボーイング
社及びエンブラエル社はグローバル航空市場における成
長を推進するための戦略的パートナーシップを確立する
ため、覚書に署名したことを発表した。

（２）同覚書は、エンブラエル社の商用機分野を取り扱う
ジョイントベンチャーの設立を盛り込んでおり、ボーイ
ング社の生産、マーケティング、サポートサービス等が
活用されることとなる。同覚書によれば、ジョイントベ
ンチャーの 80% をボーイング社、20% をエンブラエル
社が所有することとされている。

（３）デニス・マレンバーグ ボーイング社会長兼 CEO
は以下の旨述べた。戦略的パートナーシップ構築に際し
ては、両社の顧客、従業員及び株主のため、より大きな
価値が生み出されるべく十分に準備をしていくとともに、
本パートナーシップは同社の成長及び出資に対する株主
へのリターンに関して長期的かつ戦略的な視点に基づく
ものであることは明らかであり、我々の成長計画を深化・
加速させるものである。

（４）パウロ・セザール・デ・ソウザ・イ・シルヴァ エ
ンブラエル社社長兼 CEO は以下の旨述べた。ボーイン
グ社との覚書は航空機産業における重要なパートナー
シップを生み出すこととなり、世界市場におけるリーダー
の地位を強化するとともに、同社との連携は伯航空産業、
生産能力の増強、雇用・売上げ・投資・輸出の増加といっ
た好循環のサイクルをもたらし、顧客、株主及び従業員
に大きな価値を付与することになる。

（５）エンブラエル社の商用機のオペレーション及びサー
ビス部門がジョイントベンチャーに 100% 移転すること
となり、価値総額は 47.5 億ドルとなる。そのうちボー
イング社が 80% に相当する 38 億ドルを出資することと
なる。ジョイントベンチャーは（2019 年までに設立さ
れることから）、2020 年にはボーイング社の決算に計上
され、税引き前で年間 1.5 億ドルのコスト削減が見込ま
れる。戦略的パートナーシップは、20 年以上前からの両
社の協力関係を踏まえれば自然な進化である。

（６）ジョイントベンチャーは、伯に本部が設置され、社
長及び CEO を含めた幹部クラスによって経営され、ボー
イング社が経営・支配権を握ることとなる。ジョイント
ベンチャーは、プロジェクトの発展、商用機の製造・メ
ンテナンスのための核の一つとなるとともに、ボーイン

グ社の製造チェーンに完全に組み込まれることになる。
その結果、ボーイング社及びジョイントベンチャーは、
70～450席の旅客機から貨物機に至る幅広いラインナッ
プを提供することとなり、ハイレベルの製品・サービス
を提供することとなる。さらに、両社は KC-390 機の
ような防衛機の新市場へのプロモーション等を取り扱う
ジョイントベンチャーも別途創設予定である。

（７）ジョイントベンチャーのファイナンス・経営の詳細
に関する交渉は今後も行われる見込みであり、その後、
株主、伯政府等の承認を経ることとなる。予定通りに進
めば、2019 年末までにジョイントベンチャーへの移転
が完了する見込みである。

（８）ボーイング社及びエンブラエル社は、経営資源、よ
り広範なプレゼンス、グローバルサプライチェーン、セー
ルス、マーケティング等においてよりハイレベルの効率
性を獲得することになる。さらに、製造及び開発におい
てグッドプラクティスを共有することになる。

メルコスールと太平洋同盟が合意

　７月 24 日，伯大統領府は，ブラジルを始めとするメ
ルコスールが太平洋同盟諸国と共同宣言に署名した旨発
表した。概要以下のとおり。

（１）24 日（火），メキシコで行われた第１回のメルコスー
ル・太平洋同盟首脳会談において，ブラジルと他のメル
コスール諸国は，２つの同盟ブロック間の貿易関係を深
化するための共同宣言に署名した。共同宣言の主な意図
は，対外貿易を促進するための官僚主義の削減である。

（２）両グループを構成する国々は，南米のＧＤＰの
90％を占めており，協定は，学術分野交流，観光や文化
等の分野に関するものである。ブロック間での協定に加
えて，ブラジルはまたメキシコとの間の自由貿易分野で
の緊密化を図っている。

（３）テメル大統領は「我々は各国間のＦＴＡに署名した
ところであり，各国大統領の様々な発言の中に熱意を感
じている。」と述べた。

メルコスールＦＴＡ：
ブリュッセル閣僚会合の結果

　７月 18 日及び 19 日にブリュッセルで行われたＥＵ・
メルコスールＦＴＡ交渉に関し、19 日付けエスタード・
デ・サンパウロ紙は、「ＥＵとメルコスールＦＴＡは合意
に至らず，伯政府はもはや成果を信じていない」と報じた。

9 月 1 日、ヒューマントラストシネマ渋谷、シネマート新宿ほかロードショー
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【メキシコ

】�

■メキシコ：ラウンド・ツー第�次第�次入札を実施�

[7月 13日, メキシコ発] 

  12 日、メキシコ市に
おいて「ラウン

ド・ツー」の第
2 次及び

第 3 次入札が実施さ
れた。「ラウン

ド」とは、国内
における炭

化水素資源
開発に参入

する企業を選
出するための

一般入

札を指す。こ
れはペーニ

ャ・ニエト現政
権が発足当

初から取

り組んでき
たエネルギ

ー改革の一
環で、長年

にわたり

Pemex（メキシコ石油公
社）が独占し

てきたエネル
ギー開発

に民間の資本
力や技術力

を導入しよう
と行われてい

るものだ。

「ラウンド・ツ
ー」はその第

二期に相当す
る。 

  12 日の「ラウンド・ツ
ー」第 2 次及び第 3 次入札にかけら

れたのは、い
ずれも陸上油

田の計 24 ブロックである。
このう

ち第 2 次入札で提
供されたの

は、南部 Tabasco 州

“Cuencas del Sureste（南東盆地）”の
１ヶ所と北東

部の

Nuevo León と Tamaulipasの両州にまたがる
“Brugos”地

域に位置する
9 ヶ所の計 10 ブロックであった

。企業単体あ

るいはコンソ
ーシアム形態

により 6社が入札に参加
し、7ブロ

ックが落札さ
れた。このう

ち、主にウェ
ット・ガスの産

出が見込

まれる Brugos地域の 5ブロックと、超軽
質油の埋蔵が

想定

されている Tabasco 州の 1 ブロックの、合わ
せて 6 ブロック

が、共にエネ
ルギー関連企

業であるカナ
ダ Sun God とメキ

シコ Jaguarによって構成され
るコンソーシ

アムによって
獲得

された。3 ブロックについて
は開発権取得

を希望する参
加企

業がなかった
。 

  第 2次入札から数時
間後に続けて

第3次入札が実施さ
れ

た。こちらは
、第 2次でも登場した

Brugosや Cuencas del 

Suresteの他、東部のTampico-MisantlaとVeracruz各鉱

区における 14ブロック全てで契
約企業が決定

した。ここで開

発される資源
も第 2次と同様に主にウ

ェット・ガスや
軽質油で

ある。また、Jaguar社は第 3次でも単独で 5つのブロックに

おける権利を
獲得するなど

注目を浴びた
。 

  入札終了後に記
者会見を行な

った CNH（国家炭化水素

委員会）の Juan Carlos Zepeda 委員長は、今回
の入札で

新たに開発さ
れることにな

ったブロック
からは日量

3億 7800

万立方フィー
トの天然ガス

生産が見込
まれると語っ

た。これ

が実現すれ
ばメキシコの

天然ガス生産
量は現在より

も 7.5%

増加すること
になるため強

い期待がか
かる。また、

エネルギ

ー省の Aldo Flores 炭化水素担当副
大臣は今回の

結果に

ついて、「世
界的に天然

ガス価格が低
迷している状

況下で、

ガス生産をメ
キシコで行う

ことに強い関
心を有する企

業が多

数存在する
ことが示され

た」として満
足の意を表

明した。

2015 年 7 月に初めて実施
されて以降、

ラウンドを通
じ世界

17 ヶ国合わせて 56 企業が 49 ヶ所における開発
権に関す

る契約を結ん
だ。49 件中 25 ヶ所は陸上油田

、15 ヶ所は浅

海域、9ヶ所は大水深の
ブロックであ

る。 
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■メキシコ：メキシコ湾で有望な油田を発見�

[7月 12日, メキシコ発] 

  メキシコ湾浅海域
において資源

探査を行なっ
ていたメキシ

コ Sierra Oil & Gas 社が大油田を発
見したことが

12日に

分かった。Sierra Oil & Gasは 2015年 7月に実施された

「ラウンド・
ワン」第一次

入札に米
Talos Energy や英

Premier Oil とコンソーシアム
を組んで参加

し、Tabasco 州

南東部の Dos Bocas 港から 60.5km の沖合にある
メキシコ

湾浅海域の鉱
区における探

査・採掘権を
獲得していた

。 

  Sierra Oil & Gas 社長の Iván Sandrea は、ラジオ局

Radio Formula の取材に対し、
今回の発見が

“Zama-1”と

名付けられた
水深 166m に位置する油

井においてな
された

こと、また、日
量 10 万バレル以上の

石油生産を望
める高い

ポテンシャル
を持つ油田で

あることが事
前調査から判

明して

いることを伝
えた。Sandrea によると、「今回

発見された油
田

は中新世の
地層で見つ

かったもので
は過去に例

のないスケ

ールであり、
2012 年以降に世界で

新たに発見さ
れた油田の

中では 5 番目に大きな規
模を有する」

ということであ
る。最初

の採掘が可能
になるまでに

は今後 3–4年を要するとい
う。 
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■メキシコ：上半期の自動車生産と輸出が新記録�

[7月 10日, メキシコ発] 

  10 日に AMIA（メキシコ自動車
工業会）が発

表したところ

では、今年上
半期のメキシ

コにおける自
動車の生産

及び輸

出はそれぞれ
前年同期比で

12.6%と 14%増加した。これら

はいずれも上
半期を基準と

した数値では
過去最高であ

る。ま

た、6月の小型自動車
生産台数は

33万 4606台に上り、去

年の 6 月より率にして
4.9%伸びた。上半期

の生産台数
は

188 万台であった。一
方、上半期の

輸出台数は
151 万台を

記録した。こ
のうち全体の

76.8%が米国へ、8.4%がカナダへ、

7%がラテンアメリカ
へ、4.7%がヨーロッパへ輸

出された。 

  他方、国内での販
売台数も、前

年同期より2.9%アップし上

半期の記録と
しては過去最

高の 74 万 3051 台となった。全

体の 42%がメキシコ国内製
造である。し

かし 6月の単月の実

績は前年同月
より5.3%下がり、販売台数

は 12万7410台に 

クロニカ／ス
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た各国治安情
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【米国】� �
2017-07-17  22:58 

  ドナルド・トランプ
大統領は 17 日、ベネズエラの

マ

ドゥーロ政権
に対して、も

し制憲議会
発足を計画

通り

進めるならば
「強烈で迅速

」な経済制裁
を行うと恫喝

した。ベネズ
エラではマド

ゥーロ大統領
が招集した制

憲議会議員
選挙が今月

30 日に実施される
予定だ。

しかし、米国
は「ベネズエ

ラが崩壊して
いくことを座

視

できない」と
コミュニケを

通じ主張して
いる。ベネズ

エ

ラでは 16日に野党勢力が
独自に「レフ

ァレンダム」を

実施し、750 万人以上が投票
に参加したと

される。野

党主宰であ
るだけに結果

は当然なが
ら制憲議会

招

集に反対す
るものである

が、トランプは
これを受けて

、

「（ベネズエ
ラの）民衆は

改めて民主
主義と自由

、法

治国家への
支持を明らか

にした」と評し
ている。 

  6月の段階で Rex Tillerson国務長官は、ベ
ネズ

エラで人権侵
害を行ってい

る者たちに関
する「極めて

確かなリスト
」を作成した

と述べている
。マスコミ報

道

によると、この
リストには PDVSA（ベネズエラ石油

公

社）の関係者
までが含まれ

ているという
。このような動

きに対してマ
ドゥーロ大統

領は先週、論
駁を行った。

「帝国主義が
、我が国が制

憲議会を立
ち上げたらブ

ロックすると
脅迫してきて

いる。だが、
ベネズエラを

ブ

ロックするこ
となど誰にも

できはしない
」と、マドゥー

ロ

は語る。また
ベネズエラは

「自由な主権
国家」であり

、

「世界のいか
なる帝国から

も恐喝も恫喝
も受けない」

と宣言してい
る。 
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【ブラジル
】� � 2017-07-17  22:38 

  石油公社 Petrobrasを舞台とするブラ
ジル史上最

大の汚職事
件のなかで、

贈賄側企業
の一社となっ

た

UTC グループが 17 日に破産法適用
を申請した。

こ

れは、裁判所
の助力を得

て交渉を行
い、政府との

間

で結んだ「寛
恕合意」の

履行を保証
するために

行

なったもので
ある。UTC グループは

大手ゼネコ
ン

UTC Engenharia を中心とする 14 社から成る。グ

ループのコミ
ュニケによる

と、破産法適
用によって

34

億レアル（約
10億6800万ドル）に上る債

務の再交渉

を行う。ブラ
ジルでは 2014年から Petrobras汚職に

対する「ラヴ
ァ・ジャット（

高速洗車）作
戦」と呼ばれ

る

捜査が続け
られてきたが

、それによっ
て深刻な財

務

危機に陥った
とUTCは説明する。 

  UTCはPetrobras疑獄に連座した
ゼネコン 15社

からなる一大
カルテルの

1 社であり、このカ
ルテルに

は南米最大
ゼネコンの

Odebrecht も含まれている。

検察庁による
と、カルテル

は Petrobras から不正な

形で受注を
繰り返してい

た。受注企業
は Petrobras

に水増し請
求し、市価と

の差額分を
賄賂の資金

とし

て公社幹部
や 50 名ほどの政治家

たちで山分け
する

というのが、
Petrobras 汚職の基本構造

である。カル

テルによる政
治家買収は

、企業に都合
の良い法律

を

制定してもら
うことが目的

である。 

  UTC の場合は 7 月 10 日に政府との間
で寛恕合

意を結んだ
。違法なやり

方でビジネス
をしていたこ

と

を認め、罰金
として 5億 7400万レアル（約 1億 8000

万ドル）を国
庫に支払うこ

とを約束した
。UTC グルー

プによると、
破産法適用

によってこの
支払は履行

され

るという。裁
判所によって

申請が認め
られたならば

、

UTC グループは
60 日以内に再建計

画を提出し、

180日以内に債権者
集会の承認

を得る必要が
ある。 

  Petrobras 汚職が露呈した
ことにより、UTC は最

大顧客である
Petrobrasが行う事業の入札

参加資格

を失い、経営
危機に陥って

いる。 
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【ベネズエ
ラ】� � 2017-07-17  20:07 

  ほとんどの野党
が参加して

いるプラット
フォーム

MUD（民主統一会議
）が17日、今週中に「国

民統一

政府」を編成
すると宣言し

た。 

  MUDなどの反政府派
は 16 日に、マドゥーロ

大統

領が招集す
る制憲議会

反対の「レフ
ァレンダム」

を実

施し、自分た
ちが勝利した

と位置付けた
。レファレン

ダムの質問
項目には国

民統一政府
樹立の賛否

を問

う項目もあり
、90%以上の賛成を得

ている。野党
が支

配する国会の
第2副議長Freddy GuevaraがMUD

のスポークス
マンとして語

ったところに
よると、19 日に

国民統一政
府編成のた

めの第 1 回会議を開くこと
に

なっている。
これはかつて

ない挑戦で
あるが、民衆

と、

様々な社会
セクター、政

治指導者た
ちにより、詳

細を

詰めるとGuevaraは述べる。同氏
によると、「レ

ファレ

ンダム」には
約 760 万人が参加した

。また、これら
が

一致して、制
憲議会を拒

否し、国民統
一政府の樹

立

を支持したと
、Guevara は主張している

。更に、政府

は「レファレ
ンダム」結果

を受けて制憲
議会選挙を

中

止すべきであ
り、そうしない

ならば、野党
は「自由が勝

利する日まで
国家的政治

紛争を深化
させる用意が

あ

る」と語ってい
る。 

  また MUD は 17 日、来る 20 日に市民的ゼネ
スト

を敢行し、チ
ャベス派が支

配する最高
裁判所判事

た

ちに替わる別
の判事たちを

任命すると宣
言した。 
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■アルゼンチン：�月予備選に向けてエンジン全開�

[7月16日, Buenos Aires発] 161740 

  アルゼンチン政界
は今、8月 13日の全党参加予

備選に向

けてエンジン
を全開にしつ

つある。10月の国会議員選
挙に向

けた各党の勢
力が判明する

投票であるこ
とから、本番

同様の

取り組みがな
されている。

ここで最も取
り上げられる

話題は、

経済、汚職と
の戦い、市民

社会のセキュ
リティである。

キャンペ

ーン期間は
14 日に始まった。政

治アナリストた
ちによると、与

党同盟の“カ
ンビエモス”と

野党キルチネ
ル派が 2 大勢力で、

これらが互い
に攻撃的な論

争を行ってい
る。キルチネ

ル派は

マクリ現大統
領が 2015 年末に就任する

までのアルゼ
ンチン

を 10年以上支配してい
た勢力だ。率

いるのはクリ
スティーナ・

フェルナンデ
ス前大統領（

2007-15）で、自身は最大
選挙区ブ

エノスアイレ
ス州から上院

議員を目指し
ている。今回

フェルナ

ンデスは、“正
義党（ペロン

党）”の最大勢
力であるキル

チネル

派を中心とす
るFUC（統一市民戦線）

の上院議員候
補者リスト

のトップに自
らの名前を記

載している。
 

  8月13日の投票はPASO（義務的一斉公開
予備選挙）と

呼

ばれ、国会議
員選挙の本番

は 10月22日となる。世論調
査会

社 Isonomía Consultoresの Juan Germanoによると、カン

ビエモスとFUCは「ペア」の関係
で、特に決戦

場であるブエ
ノ

スアイレス州
ではそうであ

る。「その少し
後ろ」に、ペ

ロン党の

Sergio Massa を中心とする中道
左派の“1País（ひとつの国）”

があり、それ
からかなり離

れて Florencio Randazzo を筆頭と

するペロン党
本隊がいる。

各党・各候補
者たちのキャ

ンペーン

は、PASO迄とそれ以後 10月投票日までとで
は大きく異な

る

だろう。いず
れにせよ与野

党候補たちの
言説の焦点

は、過

去・現在・未
来と分かれて

いる。「政府は
未来を語ろう

として、

我が国は今よ
くなりつつあ

ると主張する
。クリスティー

ナは過去

を語り、Massaは現在を語ってい
る」と、Management & Fit

のMariel Fornoniは指摘する。 

  特にブエノスアイ
レス州は激戦

状態にある。
同州に帰属す

る首都周辺一
帯ではマクリ

よりもフェルナ
ンデスの方が

強いか

らでである。
この地域では

貧困率が 32%に達しており、人
々

は状況改善を
もたらさない

現政権の経済
政策に幻滅し

ている。

フェルナンデ
スは在任中の

3 件の汚職容疑で
裁判に直面し

ているが、国
会議員になれ

ば不起訴特権
に守られるこ

とにな

る。その支持
層は社会経済

的に最も低い
層であり、そ

れが首

都の周辺に集
住している。

 

  他方でカンビエモ
ス支持層は、

中流から富裕
層にかけてで

あり、彼らにと
って最大の関

心はキルチネ
ル派政権時代

の汚

職捜査と、市
民社会の治安

悪化である。
カンビエモス

のブエノ

スアイレス州
における上

院議員リスト
のトップは

Esteban 

Bullrich 教育相で、下
院議員リストの

1 位はキルチネル
派政

権下の大臣経
験を持つ Aires Graciela Ocaña である。フェ

ルナンデスは
今なお、最も

敬愛され最も
嫌悪される政

治家で

あって、その
意味からして

退任後 1 年半を経た今も、
最もマス

コミに扱われ
ることが多い

政治家である
。国会議員選

挙に立

候補するかど
うか態度を明

らかにしなか
ったことから

、数ヶ月

前から関心の
的となってき

た。立候補を
確言しない一

方で、マ

クリの「調整政
策」と対決す

ると公言し、自
分の政権時代

を通じ

て市民生活が
いかに改善さ

れたかを力説
してきた。だ

が多く

の人々が、彼
女の第一線復

帰が逮捕逃れ
と裁判対策で

あると

いう認識を抱
いている。 

  かたやカンビエモ
スは、キルチ

ネル派政権が
国を破綻させ

たと主張して
いる。Germano の診断によると、

アルゼンチン

の「現在」は
「普通もしくは

悪い」状況で
あるが、カン

ビエモス

は現在を語ら
ず「過去」を批

判して輝かし
い「未来」を語

る戦術

を取っている
。またそれに

対してフェル
ナンデスは、

PASO を

マクリ政権に
対する「レファ

レンダムにし
ようとしている

」と語る。 

  PASO に参加する候補
者は最低でも

1.5%の得票率を取ら

ないと本戦に
駒を進めるこ

とはできない
。有権者にと

っては各

党の候補者リ
ストに誰が載

っているのか
を知る機会と

なり、政

党にとっては
候補者を確定

する試験とな
る。だが今回

の結果

は、主な政治
指導者たちに

とってそれほ
どサプライズ

とはなら

ないだろう。の
みならず、10 月選挙で国会勢

力図が大幅に
変

わる見込みも
ない。国会で

は 2 年前から単独過
半数を握って

いる政治勢力
はなく、今後

もその状態が
続く見通しだ

。従って

政府は引き続
き、重要法案

の成立に際し
ては野党の説

得に務

める必要があ
る。 
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■ベネズエラ：野党が「レファレンダム」成功を喧伝�

[7月17日, Caracas発] 170513 

  16 日に、野党勢力
が勝手に実施

した制憲議会
招集の是非

を問う「レファ
レンダム」が

実施され、法
的な意味は全

くないも

のの野党側は
大きく盛り上

がった。特に
諸外国にいる

反チャ

ベス派ベネズ
エラ人たちの

高揚が特筆
される。野党

主催の

「レファレンダ
ム」の結果は

、当然ながら
マドゥーロ大

統領が招

集している制
憲議会議員選

挙を全否定す
るものである

。野党

側発表による
と、制憲議会

選挙に 98.4%（638万 7854票）が

反対している
という。「レフ

ァレンダム」の
“保証人会”に

加わっ

ているUPEL（リベルタドール実
証敎育大学）

のRaúl López 
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■アルゼンチン：�月予備選選選に向けてエンジン全開

[7月16日, Buenos Aires発] 発] 発 161740

アルゼンチン
政界は今、8月 13日の全党参加予

備選に向

けてエンジン
を全開にしつ

つある。10月の国会議員選
挙に向

各党の勢力が
判明する投票

であることか
ら、本番同様

の

スアイレス州
における上

院議員

Bullrich 教育相で、下
院議員リストの

1 位はキルチネル
派政

権下の大臣経
験を持つ Aires Graciela Ocaña である。フェ

ルナンデスは
今なお、最も

敬愛され最も
嫌悪される政

治家で

あって、その
意味からして

退任後 1 年半を経た今も、
最もマス

コミに扱われ
ることが多い

政治家である
。国会議員選

挙に立

候補するかど
うか態度を明

らかにしなか
ったことから

、数ヶ月

前から関心の
的となってき

た。立候補を
確言しない一

方で、マ

クリの「調整政
策」と対決す

ると公言し、自
分の政権時代

を通じ

て市民生活が
いかに改善さ

れたかを力説
してきた。だ

が多く

の人々が、彼
女の第一線復

帰が逮捕逃れ
と裁判対策で

あると
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【メキシコ
】

■メキシコ：ラウンド・ツー第�次第�次入札を実施

[7月 13日, メキシコ発]

12 日、メキシコ市に
おいて「ラウン

ド・ツー」の第
2 次及び

次入札が実施
された。「ラウ

ンド」とは、国
内における炭

2015 年 7 月に初めて実施
されて以降、

ラウンドを通
じ世界

17 ヶ国合わせて 56 企業が 49 ヶ所における開発
権に関す

る契約を結ん
だ。49 件中 25 ヶ所は陸上油田

、

海域、9ヶ所は大水深の
ブロックであ

る。
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■メキシコ：メキシコ湾で有望な油

[7月 12日, メキシコ発]

  メキシコ湾浅海域
において資源

探査を行なっ
ていたメキシ

コ Sierra Oil & Gas 社が大油田を発
見したことが

分かった。Sierra Oil & Gasは 2015

クロニカ／ス
ペイン語圏諸

国を中心とし
た各国治安情

報

発行元：(有)有)有イスパニカ TEL03 5544

―――――
―――――

―――――
―――――

―――――
――
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ドナルド・トラ
ンプ大統領は

17 日、ベネズエラの
マ

ドゥーロ政権
に対して、も

し制憲議会
発足を計画

通り

進めるならば
「強烈で迅速

」な経済制裁
を行うと恫喝

した。ベネズ
エラではマド

ゥーロ大統領
が招集した制

憲議会議員
選挙が今月

30 日に実施される
予定だ。

ベネズエラが
崩壊していく

ことを座視

検察庁による
と、カルテル

は Petrobras から不正な

形で受注を
繰り返してい

た。受注企業
は Petrobras

に水増し請
求し、市価と

の差額分を
賄賂の

て公社幹部
や 50 名ほどの政治家

たちで山分け
する

というのが、
Petrobras 汚職の基本構造

である。カル

テルによる政
治家買収は

、企業に都合
の良い法律

を

制定してもら
うことが目的

である。

UTC の場合は 7 月 10 日に政府との間
で寛恕合

意を結んだ
。違法なやり

方でビジネス
をしていたこ

と

ヶ所における
開発権に関す

ヶ所は陸上油
田、

である。
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メキシコ湾浅
海域において

資源探査を行
なっていたメ

キシ

社が大油田を
発見したこと

が

2015
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から不正な

Petrobras
の

名ほどの政治
家たちで山分

けする

汚職の基本
構造である。

カル

テルによる政
治家買収は

、企業に都合
の良い法律

を

日に政府との
間で寛恕合

意を結んだ
。違法なやり

方でビジネス
をしていたこ

と

通訳・翻訳、語学研修も行っております

　

新刊書
紹介
新刊書
紹介

ブラジルが「普通に」勝てる時代は終わった
　ブラジルがワールドカップ（Ｗ杯）で勝つのは「当たり前」
と思っていた。でもどうやら時代が変わったようだ。それを

「革命」と呼ぶ人もいる。6～7月のロシアＷ杯をじっくり観
戦すると、常連の強国と新興国の差がなくなっていた。小が
大を食う番狂わせが相次いだ。ブラジルもその大きな流れに
飲み込まれ、ベスト８で涙を飲んだ。
　差がなくなったのはなぜなのか。サッカー評論家はその理
由をいくつかあげている。ひとつは守備を固め、必殺の高速
カウンターで「窮鼠、猫を噛む」戦術が効果を発揮したこと。
２番目は世界的に技術レベルが同質化し、ロナウド、メッシ、
ネイマールらスタープレーヤーの個人技が活かせなかったこ
と。3番目は VAR（ビデオ・アシスタント・レフェリー）の導入
で強国伝統の“ごまかし”が効かなくなったこと。４番目はベ
テランを超える若い世代の力が伸びてきたこと――などに尽
くされる。
　筆者はもうひとつ、誰も指摘していない理由をあげたい。
出場国全体の「ブラジル化」が進んだことである。ブラジル・
サッカーの象徴はあのペレである。ペレは最初にＷ杯に出た
時に「なんで黒人がいないんだ」と不思議がったという。も
ちろんアフリカ諸国は日本が苦戦したセネガル以外でも強国
が次々に誕生し、出場国枠も５カ国となり、人種問題は今は

昔の物語である。
　ブラジルはペレの時代からアフリカ系黒人、混血、白人の

「人種混合チーム」だった。独創的、スペクタクルなプレース
タイルは「多人種混合」による底知れない強さとみられてい
た。世界の「ブラジル化」とは、多人種混合スタイルが広がっ
たという意味だ。ロシア大会で優勝したフランス代表にはエ
ムバペ、ポグバをはじめ数人のアフリカ系選手がいた。４強の
イングランドのスターリング、ベルギーのルカクも必殺技を持
つ切り札だ。欧州チームにはいつの間にか、旧植民地のアフ
リカなどから来た超人的選手が増えていた。アフリカ系の走
力は見ての通り。ジャマイカの陸上選手の英雄ボルト並みだ。
　「ブラジル化」の拡大によって相対的に本家ブラジルの「頭
ひとつ抜けた強さ」がなくなってきた。世界最高のＷ杯5 回優
勝は今でもブラジルの誇りだし、「サッカー王国」たらしめて
いる。しかし、「勝つサッカー」より「魅せるサッカー」――な
どと悠長に構えていたら足元をすくわれる。それが今回のロ
シア大会だった。2002 年以降、ブラジルが優勝から遠ざかっ
ているのは不思議ではない。
　ブラジルがＷ杯で早々に敗退すると、心にぽっかり穴があ
く「ブラジル・ロス」になると名言を吐いた新聞記者がいた。
そう感じるブラジル派は少なくない。（Ｗ）
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『最初の物語』
（J・ギマランイス・ホーザ著、高橋都彦訳）
作家ギマランイス・ホーザの作品は難
解なことで知られ、文学研究者から「ポ
ルトガル語のジェイムス・ジョイス」
と称されるが、水声社版「ブラジル現
代文学コレクション」の第四弾は、こ
のホーザの短編集だ。収録されている
佳作『第三の川岸』はモザンビークの
作家ミア・コウトに「人生を変える」
ほどの激震的インパクトを与え、ネル
ソン・ペレイラ・ドス・サントス監督
によって映画化もされている。味読す
る価値のある名作集だ。

（水声社　2018 年 5 月　271 頁　2,200 円＋税）　
　

『移民の魁傑・星名謙一郎の生涯』
（飯田耕二郎著）
青山学院で学びキリスト教伝道師とし
てハワイへ移民し、その後テキサス
へ転進した後、ブラジルの初期移民の

リーダーとして活躍した星名謙一郎。
言論人としては邦字紙『週刊南米』を
発行し、サンパウロ内陸部の開発（ブ
レジョン植民地経営）でも実績を残し
ているが、今ではほとんど忘れ去られ
ている。1926 年事故死しアルバレス・
マシャードに眠る星名に関する初めて
の本格的評伝だ。長年に亘る史料調査
や関係者取材を踏まえた労作だ。

（不二出版　2017 年 11 月　330 頁　3,800 円＋税）

『移民政策のフロンティア』（移民政
策学会設立10周年記念論集刊行委員会編）
2008 年に創設された移民政策学会が
設立 10 周年を記念して学会の総力を
あげて集成した論考集だ。多文化共生
政策の展開と課題、出入国政策をテー
マ毎に論じ、社会統合政策では外国人
学校の事例として朝鮮学校やブラジル
学校についてコンパクトに叙述してい
る。第 5 章の、10 周年記念座談会を
読むと、この現会員数 400 名の学会
が、法学者から提起されて創設され、
学際的に「日本の歩みと課題を問い直
す」姿勢で一貫していることがわかる。

（明石書店　2018 年 3 月　292 頁　2,500 円＋税）

『ラテンアメリカ所得格差論』
（浜口伸明編）

①所得格差問題からラテンアメリカを
視る意義と意味、②ラテンアメリカ
におけるグローバル化と所得格差の関
係、③ラテンアメリカにおける所得分
配と社会政策、④ラテンアメリカの格
差社会に対抗する連帯経済という選
択、⑤メキシコにおける所得格差の変
遷、⑥ブラジルにおける経済発展と格
差縮小の要因、が各章のタイトル。第
六章で、ブラジル経済史における所得
分配構造をマクロで把握したうえで発
展と格差縮小の共存を論じている。

（国際書院　2018 年 8 月　256 頁　3,500 円＋税）

『ネイマール ピッチでくりだす魔法』
（マイケル・パート著、樋渡正人訳）
ロシア W 杯でブラジルは準々決勝で
敗退したが、ブラジル国民の希望の星
ネイマールは“過剰倒れ込みパフォー
マンス”を連発しすぎ、世界中の子供
たちが“ネイマールする”ことを真似
てしまった。そんなマイナスイメージ
が付いてしまったネイマールだが、本
書を読むと彼の天性の天真爛漫さと練
習によって鍛え上げられた足の技術の

“カクテル”の魅力に惹かれることに
なる。小学校中級以上を対象とするポ
プラポケット文庫の一冊。

（ポプラ社　2018 年 4 月　208 頁　700 円＋税）

！！「びっくり豆知識」！！
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C H U R R A S C A R I A

Tameike Sannou
溜池山王方面 青山一丁目方面

銀座線
丸の内線

Ginza Line
Marunouchi Line

Aoyama Ichome

Akasaka Mitsuke Station
赤坂見附駅

Akasaka Mitsuke
EXIT 10

5F

ITAMAE SUSHI

赤坂見附駅 10番出口

〒107-0052 東京都港区赤坂3-10-4 赤坂月世界ビル5階
Tokyo-to Minato-ku Akasaka 3-10-4 Akasaka Getsu Sekai Bldg. 5F

予約: 
www.brasilicagrill.com

赤坂見附駅
徒歩2分

赤坂駅
徒歩6分

永田町駅
徒歩6分

ブラジル バーベキュー食べ放題 
＋ ビュッフェ
¥5.400 (税抜き/tax not incl.)






